
絵
画
、
仏
画
、
室
町
絵
画
、
桃
山
絵
画
、
江
戸
絵
画
、
茶
道
具
、
宝
玉
七
宝
な

は
じ
め
に

川
崎
美
術
館
研
究

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

（

一

）

第
35号

も
過
言
で
は
な
い
。

石

沢

文
献
資
料
か
ら
た
ど
る
川
崎
美
術
館
と
神
戸
川
崎
男
爵
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

明
治
二
十
三
年
、
神
戸
市
布
引
の
川
崎
正
蔵
邸
に
開
館
し
た
川
崎
美
術
館
は
日
本
初
の
私
立
美
術
館
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
川
崎
美
術
館
と

神
戸
川
崎
男
爵
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究
の
端
緒
と
し
て
、
同
時
代
の
新
聞
・
雑
誌
等
の
文
献
資
料
か
ら
、
川
崎
美
術
館
と
神
戸
川
崎
男
爵
家
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
歴
史
を
た
ど
る
。

川
崎
正
蔵
(
-
八
三
六
＼
一
九
―
二
）
は
川
崎
造
船
所
や
神
戸
新
聞
社
、
神

戸
川
崎
銀
行
等
の
創
業
者
と
し
て
、
神
戸
は
も
と
よ
り
近
代
日
本
の
発
展
に
貢

献
し
た
実
業
家
で
あ
る
。
川
崎
は
古
美
術
品
の
収
集
家
と
し
て
も
当
代
に
名
を

馳
せ
、
二

0
0
0点
に
も
及
ぶ
と
伝
え
ら
れ
る
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
中
国

ど
多
岐
に
わ
た
る
。
大
正
三
年
(
-
九
一
四
）
、
川
崎
の
三
回
忌
に
圃
華
社
か
ら

刊
行
さ
れ
た
豪
華
図
録
『
長
春
閣
鑑
賞
』
全
六
冊
や
、
二
度
の
売
立
目
録
（
『
神

戸
川
崎
男
爵
家
蔵
品
入
札
目
録
』
（
昭
和
三
年
(
-
九
二
八
）
）
、
『
長
春
閣
蔵
品
展

観
図
録
』
（
昭
和
十
-
年
[
同
十
三
年
再
刊
]
)
）
に
は
あ
わ
せ
て
約
一

0
0
0点

が
図
版
付
き
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
一
。
こ
れ
ら
を
ひ
も
と
く
と
、
中
国
絵
画
で

は
伝
銭
舜
挙
筆
「
宮
女
図
」
（
現
在
は
国
宝
・
個
人
蔵
。
以
降
の
作
品
表
記
も
こ

れ
に
準
ず
る
）
や
伝
顔
輝
筆
「
寒
山
拾
得
図
」
（
重
要
文
化
財
・
東
京
国
立
博
物

館
蔵
）
、
仏
画
で
は
「
千
手
観
音
像
」
（
国
宝
・
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
「
宝
楼

閣
曼
荼
羅
」
（
フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵
）
、
室
町
絵
画
で
は
文
成
外
史
筆
「
放
牛
図
」

（
重
要
文
化
財
・
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
や
岳
翁
蔵
丘
筆
「
武
陵
桃
源
・
李
白
観

瀑
図
」
（
重
要
美
術
品
・
出
光
美
術
館
蔵
）
、
桃
山
絵
画
で
は
伝
狩
野
永
徳
筆

「
桜
松
群
馬
図
屏
風
」
や
伝
狩
野
孝
信
筆
「
桐
鳳
凰
図
屏
風
」
（
重
要
美
術
品
・
林

原
美
術
館
蔵
）
、
江
戸
絵
画
で
は
狩
野
探
幽
筆
「
桐
鳳
凰
図
屏
風
」
（
サ
ン
ト
リ
ー

美
術
館
蔵
）
や
円
山
応
挙
の
旧
南
禅
寺
帰
雲
院
障
壁
画
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
、

そ
し
て
伊
藤
若
沖
に
よ
る
幻
の
「
象
鯨
圏
屏
風
」
な
ど
、
名
品
尽
く
し
で
あ
る
。

神
戸
川
崎
男
爵
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
日
本
・
東
洋
美
術
史
が
語
れ
る
と
い
っ
て

川
崎
と
美
術
品
収
集
に
関
し
て
は
、
明
治
二
十
三
年
(
-
八
九

0
)
九
月
六

日
、
神
戸
市
布
引
の
自
邸
内
に
私
立
美
術
館
「
川
崎
美
術
館
」
を
創
設
し
た
こ

と
は
特
筆
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
川
崎
美
術
館
で
は
年
に
一
度
、
同
館
と
付
属

施
設
「
長
春
閣
」
で
三

O
O
S
四
0
0点
ほ
ど
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
展
観
さ
れ

て
い
た
（
図
1
.
2
)
。
従
来
、

日
本
初
の
私
立
美
術
館
は
大
正
六
年
、
大
倉

喜
八
郎
が
創
設
し
た
大
倉
集
古
館
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
約
三
十
年
前
に
川

崎
美
術
館
は
開
館
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
二
。
現
在
把
握
す
る
か
ぎ
り
で
は
最

俊
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川
崎
美
術
館
研
究
(
-
)

文
献
資
料
か
ら
た
ど
る
川
崎
美
術
館
と
神
戸
川
崎
男
爵
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

・
紙
面
の
損
傷
な
ど
で
判
読
不
能
な
字
は

■で
示
し
た
。

「
川
崎
美
術
館
の
陳
列
品

来
る
六
日
、
当
市
布
引
下
な
る
川
崎
美
術
館
開
館

・
訓
読
の
都
合
、
適
宜
句
読
点
を
入
れ
た
。

・
旧
字
体
は
固
有
名
詞
を
除
き
、
新
字
体
に
改
め
た
。

・
記
事
見
出
し
は
太
字
と
し
た
。

・
記
事
は
刊
行
年
順
の
列
挙
を
基
本
と
し
、
項
目
毎
に
分
類
し
た
。

[
凡
例
]

一
般

ン
に
光
を
当
て
、
関
心
が
高
ま
る
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

小
稿
は
そ
の
端
緒
と
し
て
、
川
崎
美
術
館
と
神
戸
川
崎
男
爵
家
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
関
す
る
新
聞
・
雑
誌
記
事
等
を
紹
介
す
る
。
調
査
の
途
上
で
は
あ
る
が
同

時
代
の
文
献
資
料
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
川
崎
美
術
館
の
活
動
と
コ
レ
ク
シ
ョ

が
伝
え
て
お
り
、

そ
の
概
要
を
把
握
で
き
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、

会
、
川
崎
美
術
館
の
再
現
を
目
指
す
展
覧
会
を
企
図
し
て
い
る
。

調
査
研
究
の
成
果
と
し
て
、
川
崎
正
蔵
の
功
績
の
顕
彰
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
再

館
史
を
考
え
る
上
で
川
崎
美
術
館
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

古
の
私
立
美
術
館
と
し
て
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在

は
歴
史
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
三
。
昭
和
九
年
開
館
の
白
鶴
美
術
館
、
同

十
五
年
開
館
の
池
長
美
術
館
、
戦
後
に
池
長
美
術
館
を
継
承
し
た
市
立
神
戸
美

術
館
、
神
戸
市
立
南
蛮
美
術
館
、
神
戸
市
立
考
古
館
、
香
雪
美
術
館
、
神
戸
市

立
博
物
館
な
ど
へ
と
至
る
神
戸
の
博
物
館
の
系
譜
を
、

ひ
い
て
は
日
本
の
博
物

本
研
究
は
、
川
崎
正
蔵
に
よ
る
古
美
術
品
収
集
と
川
崎
美
術
館
の
活
動
に
光

を
当
て
、

そ
の
美
術
史
上
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

目
下
、
神
戸
川
崎
男
爵
家
旧
蔵
品
の
作
品
調
査
、
川
崎
美
術
館
及
び
神
戸
川
崎

男
爵
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
文
献
調
査
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、

◆
川
崎
美
術
館
開
館
（
明
治
二
十
三
年
九
月
六
日
）
と
第
一
回
展
観
（
同
年

九
月
七
日

S
八
日
）

川
崎
美
術
館
及
び
長
春
閣
は
明
治
二
十
三
年
九
月
六
日
午
後
二
時
に
開
館
式

が
執
り
行
わ
れ
た
。
伊
藤
博
文
を
は
じ
め
、
各
地
の
貴
顕
紳
士
約
二

0
0名
が

招
待
さ
れ
、
昼
夜
と
も
に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
盛
大
な
饗
応
だ
っ

た
。
館
主
・
川
崎
正
蔵
は
開
館
の
詞
に
て
、

日
本
の
美
術
品
の
海
外
流
出
を
憂

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
秘
蔵
す
る
こ
と
な
く
、
美
術
館
で
広
く
公
開
す
る
こ
と
で
美
術
と
国
に
貢
献

す
る
熱
意
を
語
る
。
「
神
戸
又
新
日
報
」
と
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
に
ほ
ぼ
同
一
の

開
館
の
詞
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
⑤
に
あ
る
陳
列
品
目
録
に
拠
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
開
館
記
念
陳
列
品
目
録
は
所
在
不
明
。
た
だ
し
、
主
な
陳
列
は
⑤

⑥
•
⑬
の
九
鬼
隆
一
に
よ
る
祝
辞
は
、
川
崎
美
術
館
が
日
本
初
の
私
立
美
術
館

で
あ
る
裏
付
け
と
見
な
せ
よ
う
。
美
術
館
と
長
春
閣
の
建
築
に
つ
い
て
⑧
で
は

文
明
天
文
時
代
の
様
式
に
擬
し
た
と
伝
え
る
が
、
設
計
者
は
エ
匠
で
古
美
術
鑑

定
家
・
収
集
家
で
も
あ
っ
た
柏
木
貨
一
郎
(
-
八
四
一
＼
九
八
）

で
あ
る
四
。

翌
七
日
か
ら
八
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
第
一
回
展
観
が
開
催
さ
れ
、

公
開
が
行
わ
れ
た
。
入
館
に
は
切
符
（
縦
覧
券
）
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

反
聾
は
大
き
く
縦
覧
券
を
持
た
な
い
人
々
も
大
挙
し
て
押
し
寄
せ
た
よ
う
だ
。

①
明
治
二
十
三
年
九
月
三
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

い
、
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
千
数
百
点
に
及
ぶ
と
い
う
。
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を
挙
げ
ん
と
す
。
時
に
貴
賓
諸
君
の
光
臨
を
辱
な
ふ
す
。
正
蔵
の
栄
、
之
れ

の
詞
を
読
上
げ
た
り
。
美
術
館
新
築
落
成
し
、
将
に
本
日
を
以
て
開
館
の
式

「
開
館
の
詞

マ
マ

崎
正
造
氏
の
美
術
館
開
館
の
式
を
挙
ぐ
る
に
当
り
、
同
氏
は
来
賓
に
向
て
左

一
昨
日
神
戸
諏
訪
山
[
引
用
者
註
二
止
し

V
は
布
引
]
な
る
川

③
明
治
二
十
三
年
九
月
八
日
「
大
阪
毎
日
新
聞
」

県
の
高
等
官
、
居
留
地
外
国
各
領
事
及
び
紳
士
各
地
貴
族
院
多
額
納
税
者
互

「
川
崎
美
術
館
の
開
館
式
は
昨
日
午
後
二
時
よ
り
執
行
し
た
り
。
来
賓
は
伊

な
り
て
も
見
ら
れ
ぬ
か
、
逆
じ
め
期
し
難
し
と
な
り
」

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

式
に
陳
列
す
る
物
品
は
、
館
主
川
崎
正
蔵
氏
が
多
年
秘
蔵
せ
し
古
書
画
古
器

物
の
内
、
最
も
優
等
の
品
々
を
撰
抜
し
た
る
も
の
に
て
、
開
館
当
日
と
七
日

八
日
の
両
日
に
限
り
縦
覧
せ
し
め
（
切
符
を
持
参
す
る
も
の
に
限
り
）
、
終
れ

ば
之
を
仕
舞
ひ
置
く
筈
に
て
、
仮
令
十
月
頃
に
な
り
て
開
館
縦
覧
せ
し
む
る

こ
と
あ
る
も
、

そ
の
時
の
陳
列
品
は
今
回
の
品
と
は
大
抵
別
物
な
れ
ば
、
若

し
今
回
縦
覧
せ
ず
ん
ば
、
今
後
は
二
年
先
き
に
見
ら
る
A

か
、
三
年
の
後
に

②
明
治
二
十
三
年
九
月
七
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

藤
伯
を
始
め
、
当
地
は
勿
論
京
都
、
大
坂
、
滋
賀
、
三
重
、
奈
良
等
の
各
府

撰
議
員
、
諸
会
社
員
、
新
聞
記
者
等
に
て
無
慮
二
百
余
名
あ
り
。
館
の
門
前

に
あ
る
各
茶
屋
の
座
敷
を
借
切
り
て
休
憩
室
に
充
て
、
陳
列
品
を
見
終
り
し

後
は
仮
に
設
け
た
る
食
堂
に
て
日
本
料
理
の
立
食
の
饗
応
あ
り
。
余
興
と
し

て
は
昼
夜
と
も
煙
火
を
打
ち
挙
げ
、
食
堂
に
は
球
燈
を
吊
し
な
ど
し
て
な
か

な
か
盛
な
る
事
な
り
し
と
。
尚
ほ
詳
細
の
景
況
は
次
回
に
記
す
べ
し
。
」

第
35
号

「
神
戸
川
崎
美
術
館

兵
庫
県
神
戸
市
の
紳
士
川
崎
正
蔵
氏
は
夙
に
我
国
美
術

巳
に
帰
邸
せ
り
（
後
略
）
」

「
伊
藤
伯
は
一
昨
々
日
午
後
三
時
ご
ろ
神
戸
な
る
諏
訪
山
の
別
邸
よ
り
、
布

に
過
ぎ
ず
深
く
謝
し
奉
る
処
な
り
。
抑
も
吾
邦
の
美
術
品
は
諸
外
国
に
勝
り
、

珍
奇
優
美
の
品
少
な
し
と
せ
ず
。
然
る
に
、
消
桑
一
変
之
れ
が
保
存
の
途
幾

ん
と
絶
え
、
或
は
不
用
品
と
為
し
、

又
無
用
の
長
物
と
見
倣
し
濫
り
に
売
却

し
、
其
海
外
に
渉
り
た
る
も
の
少
な
か
ら
ず
。
登
に
歎
ず
べ
き
の
至
り
な
ら

ず
や
。
正
蔵
、
前
き
に
之
を
思
へ
、
数
十
年
以
来
美
術
品
に
し
て
優
美
な
り

と
信
ず
れ
ば
、
其
価
の
高
下
に
拘
は
ら
ず
力
の
及
ぶ
限
り
は
之
れ
を
購
求
し
、

今
集
て
千
数
百
の
数
に
昇
れ
り
。
而
し
て
、
惟
ふ
に
之
れ
を
秘
蔵
し
か
く
格

納
し
置
け
ば
、
独
り
其
道
に
益
な
き
耳
な
ら
ず
、
国
の
宝
も
埋
没
す
る
に
似

る
を
告
ぐ
。
爾
来
、
時
々
開
館
し
て
広
く
美
術
家
の
参
考
に
供
し
、
以
て
其

道
進
歩
の
一
助
と
為
す
も
、
登
に
国
家
に
神
益
な
し
と
せ
ん
や
。
幸
に
微

■

の
有
る
所
を
諒
せ
ら
れ
、
而
し
て
品
評
の
如
何
は
謹
で
諸
君
の
高
覧
に
譲
る
。

④
明
治
二
十
三
年
九
月
九
日
「
大
阪
朝
日
新
聞
」

引
の
川
崎
正
蔵
氏
が
美
術
館
開
館
の
宴
に
臨
み
し
も
、
同
午
後
四
時
頃
に
は

⑤
明
治
二
十
三
年
九
月
九
日
「
大
阪
朝
日
新
聞
」

頓
首
再
拝
」

品
の
散
逸
甚
だ
し
く
海
外
に
濫
出
す
る
等
の
事
少
か
ら
ざ
る
を
嘆
き
、
十
数

年
来
美
術
品
に
し
て
優
等
の
物
あ
る
時
は
価
の
高
下
に
拘
は
ら
ず
、
力
め
て

た
り
。
於
是
、
去
年
の
夏
始
め
て
此
美
術
館
の
新
築
に
掛
り
、
今
や
漸
く
成
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個
の
花
瓶
、
香
炉
、
陶
器
等
を
陳
列
せ
り
。
夫
よ
り
楼
上
に
至
れ
ば
、
階
子

右
の
川
崎
美
術
館
の
開
館
に
つ
き
、
九
鬼
隆
一
氏
よ
り

画
は
密
な
ら
ざ
る
も
墨
痕
淋
洞
と
し
て
自
ら
神
韻
を
有
せ
り
。
西
廊
下
の
端

紅
燈
に
点
火
し
頗
る
盛
況
を
極
め
た
り
。
附
云
、
本
館
は
一
昨
日
昨
日
の
両

長
柄
の
銚
子
を
取
り
、
食
卓
を
隔
て
酒
を
侑
め
た
り
。
此
間
全
面
の
鉄
道
脇

装
の
太
刀
、
蒔
絵
の
書
棚
、
蒔
絵
の
香
炉
、
香
箱
、
見
台
等
を
陳
列
せ
り
。

列
あ
ら
ん
と
は
瞳
を
定
め
て
よ
く
よ
く
見
れ
ば
、
此
は
是
本
日
の
来
賓
を
饗

七
宝
の
大
花
瓶
あ
り
て
、
景
文
の
金
地
に
鶴
と
大
浪
の
屏
風
を
建
て
、
次
の

之
を
購
求
し
其
数
積
ん
で
二
千
種
に
垂
ん
と
せ
り
。
左
れ
ど
徒
に
之
を
秘
蔵

す
る
は
世
益
を
図
る
の
道
に
非
ず
。
寧
ろ
時
々
陳
列
し
て
美
術
家
の
参
考
に

供
す
る
の
得
策
な
る
を
信
じ
、
去
年
の
夏
始
め
て
美
術
館
の
工
を
起
し
た
る

に
、
今
や
全
く
落
成
を
告
ぐ
る
に
至
り
ぬ
。
依
て
去
六
日
、
神
戸
兵
庫
及
び

京
阪
其
他
の
紳
士
無
慮
三
百
名
を
招
待
し
て
、
開
館
の
饗
宴
を
開
き
た
り
。

美
術
館
の
位
置
は
布
引
に
し
て
神
戸
三
の
宮
停
車
場
を
距
る
事
十
町
許
り
、

布
引
山
の
中
腹
に
し
て
前
に
海
浜
を
控
へ
、
眺
望
絶
美
な
り
。
該
館
の
建
物

は
足
利
義
政
時
代
の
結
構
に
模
擬
し
た
る
桧
作
り
の
二
層
楼
に
て
、
玄
関
に

掲
げ
た
る
「
川
崎
美
術
館
」

中
に
就
き
、

に
仏
間
あ
り
て
、

の
扁
額
は
伊
藤
伯
の
揮
奄
な
り
。
こ
こ
に
支
那

間
の
入
口
に
光
琳
秋
草
の
二
枚
折
を
建
つ
。
此
処
は
三
の
間
に
し
て
、
花
瓶

壺
等
を
数
多
陳
列
し
、
次
の
広
間
と
上
の
間
に
は
陳
列
品
な
く
入
側
に
蒔
絵

の
硯
箱
印
籠
等
を
陳
列
せ
り
。
其
次
は
大
書
院
に
て
床
の
間
に
応
挙
の
雪
景

山
水
の
大
幅
を
掛
け
、
正
面
に
賜
物
の
銅
花
瓶
を
置
き
、
其
左
右
に
古
代
金

目
覚
し
き
は
古
製
の
太
刀
に
て
総
金
具
金
銅
蔓
草
の
透
か
し
彫

に
瑠
璃
玉
を
嵌
め
、
柄
は
黒
鮫
、
鞘
は
金
粉
地
に
鳥
紋
螺
細
剥
落
し
て
、
頗

る
古
代
の
も
の
な
り
と
云
り
。
こ
こ
に
最
も
驚
く
べ
き
は
上
の
間
（
八
枚
）

広
間
(
+
二
枚
）
三
の
間
(
+
一
枚
）

天
井
を
金
地
極
彩
色
の
古
画
（
花
鳥
人
物
等
）
三
十
五
枚

に
て
張
り
、
古
仏
数
個
を
安
置
せ
り
。

の
襖
総
て
応
挙
の
墨
画
山
水
に
て
、

又
西
廊
下
に
は
数
十
の
画
幅
と
数
十

文
献
資
料
か
ら
た
ど
る
川
崎
美
術
館
と
神
戸
川
崎
男
爵
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

人
へ
和
睦
の
節
贈
り
し
も
の
に
て
、
長
く
本
願
寺
の
什
物
と
な
り
居
た
る
を

の
傍
に
大
幅
の
仏
画
を
掛
け
、
上
り
口
に
古
画
の
屏
風
を
建
た
り
。
此
古
画

の
画
エ
、
分
明
な
ら
ざ
る
も
天
正
よ
り
慶
長
の
間
の
も
の
な
り
と
云
へ
ば
土

佐
光
吉
一
徳
時
代
の
も
の
な
る
べ
し
。
楼
上
に
も
ま
た
古
画
美
術
品
を
数
多

陳
列
し
た
る
が
、
其
中
に
上
段
床
の
間
の
顔
輝
筆
寒
山
拾
得
の
双
幅
は
東
山

義
政
よ
り
織
田
信
長
に
伝
来
し
た
る
を
、
其
後
信
長
よ
り
本
願
寺
の
顕
如
上

近
頃
故
あ
り
て
川
崎
氏
の
手
に
入
り
し
も
の
の
由
に
て
、
表
装
裂
の
結
構
と

云
ひ
、
実
に
希
世
の
尤
物
な
り
。
其
他
巨
勢
金
岡
の
文
殊
の
像
、
雪
村
の
観

世
音
宝
塔
を
拝
す
る
図
、
然
可
翁
の
寒
山
を
蔭
に
し
拾
得
の
み
を
見
せ
た
る

図
等
は
最
も
珍
し
く
覚
え
た
り
。
以
上
、
陳
列
の
諸
品
は
二
百
五
十
余
に
て
、

尚
他
日
追
々
に
他
の
品
と
引
替
へ
陳
列
の
筈
な
り
と
云
り
。
右
通
覧
し
終
り
、

館
を
出
て
山
腹
の
庭
上
に
至
れ
ば
何
ぞ
計
ら
ん
、
こ
こ
に
も
又
美
術
品
の
陳

応
の
為
め
、
京
都
及
び
大
阪
よ
り
出
品
の
活
美
人
に
て
鞘
絵
の
紋
付
た
る
上

布
の
揃
衣
を
着
し
、
幕
う
ち
廻
し
た
る
立
食
場
の
中
に
立
ち
、
数
十
の
美
人

の
畑
地
に
て
姻
火
を
打
上
げ
、
夜
に
入
り
て
は
園
中
に
掲
列
ね
た
る
無
数
の

日
、
兼
て
知
友
に
配
付
せ
る
縦
覧
券
を
持
参
の
者
に
限
り
、
縦
覧
を
許
し
た

り
と
ぞ
。
」

⑥
明
治
二
十
三
年
九
月
九
日
「
大
阪
朝
日
新
聞
」

「
九
鬼
氏
の
祝
詞
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美
術
館
新
築
落
成
し
、
将
に
本
日
を
以
て
開
館
の
式
を
挙
げ
ん
と
す
。
時

そ
の
通
り
に
掲
示
し
あ
る
休
憩
所
（
何
れ
も
館
下
の
楼
亭
を
以
て
充
て
た

一
同
前

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

『
泰
西
に
は
一
私
人
に
て
美
術
館
等
を
建
設
せ
る
者
往
々
あ
れ
ど
も
、
我
国

に
て
私
立
の
美
術
館
を
設
け
た
る
は
川
崎
美
術
館
を
以
て
嘴
矢
と
す
云
々
』

出
せ
ん
事
を
希
望
す
」

⑦
明
治
二
十
三
年
九
月
九
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

・
高
島
子
・
中
井
議
官
・
藤
田
偉
三
郎
の
諸
氏
を
一
昨
夜
自
邸
に
招
き
て
饗

応
せ
し
由
に
て
、
美
術
館
の
開
館
式
に
付
き
、
京
都
大
阪
等
よ
り
来
り
し
画

家
某
々
等
も
陪
席
し
た
り
と
。
」

⑧
明
治
二
十
三
年
九
月
九
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

る
美
術
館
は
、
去
る
六
日
午
後
二
時
開
館
式
を
行
ひ
た
り
。
当
日
の
来
賓
は

伊
藤
伯
、
高
島
中
将
、
今
井
少
将
、
中
井
元
老
院
議
官
を
始
め
、
兵
庫
大
阪

京
都
滋
賀
三
重
奈
良
各
府
県
の
高
等
官
、
貴
族
衆
議
両
院
議
員
、
諸
会
社
員
、

新
聞
社
員
、
居
留
外
国
領
事
及
び
紳
士
等
無
慮
百
数
十
名
に
し
て
、

に
於
い
て
賓
客
章
標
及
び
列
品
目
録
、
縦
覧
人
心
得
等
を
受
取
り
た
る
後
、

り
）
に
退
そ
き
て
涼
を
納
れ
休
憩
す
。
兎
角
す
る
内
に
三
発
の
煙
火
空
中
に

轟
き
け
る
を
合
図
と
な
し
一
同
迂
曲
し
た
る
阪
路
を
登
り
て
美
術
館
前
に
到

る
。
館
主
川
崎
正
蔵
氏
衆
賓
を
歓
迎
し
正
面
に
立
ち
て
左
の
祝
詞
を
朗
読
す
。

「
川
崎
美
術
館
開
館
式
の
景
況
布
引
下
な
る
川
崎
正
蔵
氏
が
新
た
に
出
来
た

「
川
崎
氏
の
饗
応
布
引
下
な
る
川
崎
正
蔵
氏
に
は
、
目
下
来
神
中
の
伊
藤
伯

と
の
祝
文
を
送
ら
れ
た
る
由
な
る
が
、
我
々
も
此
の
如
き
盛
挙
者
の
漸
次
輩

第
35
号

庚
寅
九
月
伊
藤
博
文
と
い
ふ
。
夫
よ
り
館
の
階
下
階
上
隈
な
く
陳
列
し
た
る

に
貴
賓
諸
君
の
光
臨
を
恭
う
す
。
正
蔵
の
栄
、
之
れ
に
過
ぎ
ず
深
く
謝
し

奉
る
処
な
り
。
抑
我
国
の
美
術
品
は
諸
外
国
に
勝
り
、
珍
奇
優
美
の
品
少

し
と
せ
ず
。
然
る
に
、
消
桑
一
変
之
れ
が
保
存
の
途
幾
し
と
絶
え
、
或
は

不
用
品
と
な
し
、

又
無
用
の
長
物
と
見
倣
し
濫
り
に
売
捌
き
其
海
外
に
渉

の
高
下
に
拘
は
ら
ず
力
の
及
ぶ
限
り
は
之
れ
を
購
求
し
、
今
集
て
千
数
百

の
数
に
昇
れ
り
。
而
し
て
、
惟
ふ
に
之
れ
を
秘
蔵
し
格
納
し
置
け
ば
、
独

り
其
道
に
益
な
き
耳
な
ら
ず
、
国
の
宝
も
埋
没
す
る
に
似
た
り
。
於
是
、

一
助
と
な
す
も
、
登
国
家
に
神
益
な
し
と
せ
ん
や
。
幸
に
微
意
の
有
る
処

を
諒
せ
ら
れ
、
而
し
て
品
評
の
如
何
は
謹
て
諸
君
の
高
覧
に
譲
る
。

右
に
て
式
を
了
へ
た
れ
ば
、
賓
客
お
の
お
の
館
内
に
入
り
て
陳
列
品
を
縦
覧

す
。
館
の
入
口
の
上
に
は
伊
藤
伯
が
開
館
の
前
二
日
の
夜
、
宇
治
川
常
磐
楼

に
て
揮
竜
し
た
る
「
川
崎
美
術
館
」
の
五
大
字
行
体
の
扁
額
あ
り
。
款
し
て
、

古
器
物
古
画
等
を
縦
覧
す
。
そ
の
列
品
は
目
録
に
あ
る
通
り
に
て
、
何
れ
も

美
術
の
旨
に
副
ひ
た
る
珍
品
の
み
と
知
ら
れ
き
聞
く
。
川
崎
氏
は
開
港
以
来

海
外
の
客
来
っ
て
美
術
品
を
購
求
し
去
り
、
遂
に
は
真
の
美
術
国
た
る
日
本

に
し
て
美
術
品
の
遺
留
す
る
も
の
な
き
に
至
ら
ん
こ
と
を
虞
れ
、
代
価
を
問

は
ず
買
入
れ
し
も
の
A

由
に
て
、
そ
の
総
数
は
実
に
二
千
余
点
な
る
も
今
回

頓
首
再
拝

爾
来
、
時
々
開
館
し
て
広
く
美
術
家
の
参
考
に
供
し
、
以
て
其
道
進
歩
の

去
年
の
夏
始
め
て
此
美
術
館
の
新
築
に
掛
り
、
今
や
漸
く
成
る
を
告
ぐ
。

に
之
を
思
ひ
、
数
十
年
以
来
美
術
に
し
て
優
美
な
り
と
信
ず
れ
ば
、
其
価

り
た
る
も
の
少
か
ら
ず
。
登
歎
す
べ
き
の
至
り
な
ら
ず
や
。
正
蔵
、
前
き
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に
帰
邸
せ
り
（
後
略
）
」

「
伊
藤
伯

の
み
行
き
て
縦
覧
せ
し
が
、
両
日
と
も
車
声
堂
音
の
絶
え
間
な
か
り
し
と
い

て
建
築
し
た
る
も
の
に
て
文
明
天
文
時
代
の
も
の
に
擬
せ
し
な
り
と
ぞ
。
」

⑨
明
治
二
十
三
年
九
月
九
日
「
大
阪
朝
日
新
聞
」

は
一
昨
日
午
後
三
時
ご
ろ
神
戸
な
る
諏
訪
山
の
別
荘
よ
り
布
引
の

川
崎
正
蔵
氏
が
美
術
館
開
館
の
宴
に
臨
み
し
も
、
同
午
後
四
時
ご
ろ
に
は
已

文
献
資
料
か
ら
た
ど
る
川
崎
美
術
館
と
神
戸
川
崎
男
爵
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

見
計
ひ
陳
列
縦
覧
を
許
す
と
き
は
、
其
前
予
め
披
露
す
る
由
。
」

も
の
A

あ
る
に
や
。
そ
の
以
後
は
日
々
幾
人
と
な
く
川
崎
氏
の
邸
内
へ
案
内

云
々
と
其
訳
を
断
る
に
、
随
分
困
り
居
る
由
な
り
。
聞
く
所
ろ
に
拠
れ
ば
、

前
き
に
陳
列
せ
し
品
々
は
尽
と
く
土
蔵
に
格
納
し
、
復
更
に
品
を
取
換
へ
陳

列
す
る
は
容
易
な
手
数
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
当
分
は
開
館
せ
ず
。
追
て
時
機
を

ふ
。
因
に
記
す
、
美
術
館
は
川
崎
氏
邸
宅
の
傍
、

一
段
高
き
処
に
山
に
免
り

も
な
く
入
込
来
り
、
美
術
館
は
何
処
ぞ
と
問
ふ
も
の
な
ど
あ
り
て
、
其
時
々

当
日
の
見
る
処
に
し
て
、

一
昨
七
日
、
昨
八
日
は
縦
覧
切
符
を
得
た
る
人
々

は
二
百
八
十
数
種
を
陳
列
し
た
る
も
の
な
り
と
ぞ
。
観
終
っ
て
館
を
出
れ
ば
、

右
手
芝
生
の
上
に
設
け
た
る
仮
食
堂
あ
り
。
立
食
に
て
日
本
料
理
を
饗
す
。

杯
酌
に
は
京
都
大
阪
よ
り
召
し
た
る
美
人
十
数
名
が
川
崎
氏
の
定
紋
附
き
た

る
小
紋
の
単
衣
を
一
様
に
着
な
し
て
周
旋
す
。
前
面
に
は
布
引
下
の
楼
台
、

と
も
云
は
れ
ず
。
立
食
を
辞
し
て
阪
路
を
下
ら
ん
と
す
る
処
、
左
手
に
当
り

て
煎
茶
抹
茶
の
席
あ
り
。
高
島
中
将
は
流
石
武
人
だ
け
に
、
拳
大
の
梨
子
を

の
景
色
も
亦
た
妙
に
て
賓
客
は
人
造
の
美
術
を
見
来
り
見
飽
き
て
、
今
又
た

天
然
の
美
術
に
見
と
れ
し
な
る
べ
し
。
茶
好
ま
ぬ
人
は
茶
席
に
入
ら
ず
し
て

帰
路
に
就
き
、
午
後
五
時
半
頃
に
は
主
人
と
接
待
委
員
の
み
残
り
た
り
と
。

此
の
日
は
昼
夜
と
も
煙
火
を
打
ち
上
げ
、
布
引
下
の
本
通
り
よ
り
美
術
館
の

上
な
る
山
間
ま
で
に
幾
多
の
球
燈
を
連
吊
し
、
夜
間
は
之
れ
に
火
を
点
じ
た

れ
ば
遠
く
望
め
ば
数
百
丈
の
蔦
葛
と
見
紛
ひ
し
な
る
べ
し
。
以
上
は
開
館
式

布
引
川
崎
氏
の
美
術
館
は
去
る
六
日
を
以
て
開
館
式
を

⑪
明
治
二
十
三
年
九
月
十
八
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

皮
の
附
き
た
る
ま
A

頬
張
り
て
茶
席
の
方
へ
赴
き
居
る
を
見
受
け
ぬ
。
此
処

宝
爾
有
社
賞
栄
す
人
数
に
だ
に
入
ま
欲
け
れ
。
」

り
甍
。
富
人
は
多
く
在
ど
も
、
美
物
を
美
と
熟
見
る
人
ぞ
少
な
き
。
在
難
き

葺
合
辺
の
田
園
、
芦
屋
の
浦
、
敏
馬
の
浜
な
ど
の
景
色
を
見
下
し
て
心
地
何

秘
置
か
ば
栄
在
珠
も
何
為
に
今
日
社
光
世
に
は
放
て
れ
玉
匝
二
つ
は
世
に
も

稀
ら
成
珍
の
宝
を
堆
高
く
諾
も
世
に
街
宝
の
数
々
を
見
る
も
、
僻
目
は
観
か

「
美
術
館
人
絶
え
ず

行
な
ひ
、
七
日
八
日
の
両
日
は
切
符
を
所
持
し
た
る
人
に
限
り
、
美
術
品
の

縦
覧
を
許
し
た
る
事
な
る
が
、
此
の
事
各
地
の
新
聞
紙
に
搭
載
せ
ら
れ
て
、

評
判
高
く
な
り
し
よ
り
、
中
に
は
美
術
館
は
何
時
に
て
も
開
き
て
何
人
に
も

縦
覧
せ
し
む
る
こ
と
恰
も
博
覧
会
か
共
進
会
の
如
き
も
の
な
ら
ん
と
心
得
る

「
雑
録

川
崎
美
術
館
に
物
し
け
る
日
思
ひ
つ
ゞ
け
A

る

⑩
明
治
二
十
三
年
九
月
十
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

田
所
千
秋

(6) - 25 -



「
九
鬼
成
海
氏
の
贈
文

宮
中
顧
問
官
九
鬼
隆
一

不
厭
労
費
。
私
構
美
術
館
。
面
陳
嘗
所
精
蒐
庶
品
欲
以
供
同
志
縦
覧
。
歴

史
美
術
知
識
学
術
。
凡
所
以
増
国
光
辺
国
福
者
概
資
益
於
絃
。
盤
在
海
外

雖
間
有
能
為
之
者
。
若
本
邦
則
実
係
創
建
突
。
顧
他
時
必
将
有
饗
慕
而
倣

之
者
。
余
焉
得
不
称
賛
愉
揚
之
哉
。

明
治
二
十
三
年
九
月
一
日

九
鬼
成
海
識
」

神
戸
布
瀑
之
畔
。
高
爽
潔
清
山
水
双
美
中
。
有
友
人
川
崎
君
之
居
。
君
特

氏
珍
蔵
の
美
術
品
を
一
見
す
る
約
あ
り
と
の
事
な
り
き
。
（
後
略
）
」

戸
諏
訪
山
な
る
山
荘
に
訪
ひ
た
り
と
て
、
其
時
の
模
様
を
報
ず
る
所
に
拠
ば
、

伯
は
十
六
日
朝
京
都
よ
り
帰
り
た
る
後
も
相
替
は
ら
ず
優
滸
自
適
の
有
様
に

対
し
て
例
の
囲
碁
に
余
念
な
く
午
後
は
布
引
の
川
崎
正
蔵
氏
方
へ
赴
き
、
同

て
本
日
(
+
七
日
）
も
原
山
口
県
知
事
上
京
の
途
次
訪
問
な
し
て
、
伯
と
相

認
め
贈
り
し
由
に
て
、
字
体
は
楷
書
に
て
筆
力
道
勁
な
り
し
と
。

「
神
戸
に
お
け
る
伊
藤
伯
去
十
七
日
朝
大
阪
朝
日
新
聞
社
員
は
伊
藤
伯
を
神

受
け
し
も
、
障
る
事
あ
り
て
臨
席
せ
ざ
り
し
か
ば
、
当
時
左
の
如
き
短
文
を

引
な
る
川
崎
正
蔵
氏
の
美
術
館
新
築
成
り
、
そ
の
開
館
式
を
行
ふ
際
案
内
を

（
号
成
海
）
氏
は
神
戸
市
布

し
た
り
と
い
ふ
。
」

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

⑫
明
治
二
十
三
年
九
月
十
九
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

[
引
用
者
註
二
止
し
く
は
幸
次
郎
]
氏
は
、
予
記
の
如
く
昨
朝
入
港
し
た
る
仏

国
郵
船
イ
ヲ
ヂ
ャ
号
に
て
来
神
し
、
海
岸
常
磐
舎
に
休
憩
す
る
筈
な
り
し
が
、

前
刻
よ
り
来
り
迎
へ
し
川
崎
正
蔵
氏
に
誘
は
れ
、
直
ち
に
布
引
下
の
同
氏
方

に
赴
む
き
、
休
憩
の
上
、
午
後
の
同
船
に
て
帰
京
し
た
り
。
尤
も
日
本
銀
行

大
坂
支
店
支
配
人
川
上
左
七
郎
、
正
金
銀
行
神
戸
支
店
役
員
等
も
海
岸
ま
で

出
迎
へ
し
よ
し
な
り
。
」

※
松
方
正
義
の
子
息
・
幸
次
郎
の
留
学
に
際
し
、
川
崎
正
蔵
は
経
済
的
に

支
援
し
た
。
明
治
二
十
三
年
の
帰
国
時
、
幸
次
郎
は
開
館
間
も
な
い

JI

⑬
明
治
二
十
三
年
十
月
十
四
日
「
読
売
新
聞
」
朝
刊

＿
◆
饗
応
の
場
と
し
て
一

川
崎
美
術
館
は
年
一
回
の
定
例
開
館
の
ほ
か
、
神
戸
を
訪
れ
た
来
賓
を
川
崎

が
も
て
な
す
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
川
崎
と
交
友
の
あ
っ
た

伊
藤
博
文
ら
は
し
ば
し
ば
川
崎
邸
を
訪
れ
、
美
術
館
や
所
蔵
品
を
鑑
賞
し
た
。

り
懇
意
の
人
々
を
布
引
の
自
邸
に
招
待
し
、
美
術
館
を
開
き
て
所
蔵
の
美
術

品
を
陳
列
し
て
、
其
の
一
覧
に
供
し
終
て
宴
会
を
催
せ
り
。
当
日
招
き
に
応

じ
て
来
会
あ
り
し
は
吉
井
友
賓
、
高
島
鞘
之
助
、
九
鬼
隆
一
、
税
所
篤
、
林

董
、
馬
屋
原
二
郎
、
畠
山
重
明
、
富
永
冬
樹
、
平
山
靖
彦
、
大
島
邦
太
郎
、

南
挺
三
、
野
間
口
兼
一
、
鳴
瀧
幸
恭
、
山
口
辰
駕
、
久
原
庄
三
郎
、
廣
瀬
宰

平
、
熊
谷
辰
太
郎
等
の
諸
氏
に
て
主
客
十
分
の
歓
を
尽
し
、
九
時
過
ぎ
退
散

崎
美
術
館
を
鑑
賞
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

「
松
方
幸
太
郎
氏
久
し
く
海
外
に
留
学
中
な
り
し
松
方
伯
の
令
息
幸
太
郎

第
35
号

⑮
明
治
二
十
四
年
四
月
十
九
日
「
東
京
朝
日
新
聞
」

「
川
崎
氏
の
宴
会

本
件
の
貴
族
院
議
員
川
崎
正
蔵
氏
は
一
昨
日
午
後
四
時
よ

⑭
明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
日
「
神
戸
又
新
日
報
」
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川
崎
美
術
館
研
究
（
＿
）

日
曜
日
に
順
延
の
事
。
」

開
館
日
即
ち
来
る
十
月
二
日
に
は
来
館
人
一
層
多
か
る
べ
し
。
」

第
二
回
展
観
に
関
す
る
記
事
は
未
確
認
。
第
一
回
•
第
三
回
の
会
期
か
ら
、

明
治
二
十
四
年
の
開
催
と
想
定
す
る
。

l

◆
第
三
回
展
観
（
明
治
二
十
五
年
九
月
十
八
日
S
十
一
月
六
日
）
一

第
三
回
展
観
は
明
治
二
十
五
年
九
月
十
八
日
か
ら
十
一
月
六
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
。
開
館
日
は
毎
月
第
一
•
第
三
日
曜
日
。
雨
天
の
場
合
、
翌
日
曜
日
に
順

延
す
る
の
は
作
品
保
存
の
た
め
だ
ろ
う
。
第
一
回
同
様
、
入
館
に
は
切
符
を
必

要
と
し
た
が
、
初
日
は
予
想
以
上
に
来
館
者
が
多
か
っ
た
。
開
館
日
直
前
の

金
・
土
曜
や
開
館
当
日
に
は
新
聞
広
告
（
⑱
・
⑲
・
⑳
・
⑫
・
⑳
）
も
出
稿
し

て
い
た
。
川
崎
美
術
館
の
展
覧
会
広
報
で
、
美
術
館
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

⑯
明
治
二
十
五
年
九
月
九
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

三
回
の
開
館
を
行
ふ
べ
し
。
」

品
を
切
符
持
参
の
人
に
限
り
縦
覧
に
供
す
る
よ
し
に
て
、
同
日
後
は
例
に
よ

り
第
一
第
三
の
日
曜
日
に
限
り
開
館
の
筈
。
但
し
当
日
雨
天
な
れ
ば
、
次
の

文
献
資
料
か
ら
た
ど
る
川
崎
美
術
館
と
神
戸
川
崎
男
爵
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

去
る
十
八
日
を
以
て
開
館
せ
し
が
、
当
日
は
早
朝
雨
模
様
な
り
し
に
似
ず
、

間
も
な
く
晴
れ
渡
り
た
れ
ば
、
縦
覧
人
思
ひ
の
外
多
か
り
し
由
。
尚
ほ
次
の

「
川
崎
美
術
館
市
内
布
引
の
川
崎
美
術
館
は
明
後
十
八
日
よ
り
第
三
回
の
列

「
川
崎
美
術
館

第
一
第
三
の
日
曜
日
に
限
り
、
切
符
持
参
の
者
へ
縦
覧
さ
せ
る
よ
し
。
但
し
、

市
内
布
引
の
川
崎
美
術
館
は
兼
て
本
紙
上
に
記
せ
し
通
り
、

⑰
明
治
二
十
五
年
九
月
十
六
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

当
日
雨
天
な
れ
ば
次
の
日
曜
日
に
順
延
」

「
川
崎
美
術
館
は
昨
日
来
美
術
品
の
陳
列
に
着
手
し
た
れ
ば
、
近
日
中
に
第

⑪
明
治
二
十
五
年
九
月
二
十
四
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

「
川
崎
美
術
館
神
戸
布
引
の
川
崎
美
術
館
は
今
十
八
日
よ
り
開
館
し
、
毎
月

◆
第
二
回
展
観
（
会
期
不
明
。
明
治
二
十
四
年
か
）

⑳
明
治
二
十
五
年
九
月
十
八
日
「
大
阪
朝
日
新
聞
」

但
当
日
雨
天
ナ
レ
ハ
次
ノ
日
曜
日
二
順
延
ノ
事
。

「
第
三
回
美
術
品
陳
列
ス
。
第
一
第
三
ノ
日
曜
日
切
符
持
参
ノ
方
二
限
リ
、
縦

覧
二
供
ス
可
シ
。

⑲
明
治
二
十
五
年
九
月
十
八
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

但
当
日
雨
天
ナ
レ
ハ
次
ノ
日
曜
日
二
順
延
ノ
事
。

覧
二
供
ス
可
シ
。

⑱
明
治
二
十
五
年
九
月
十
六
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

布
引
川
崎
美
術
館
」

布
引
川
崎
美
術
館
」

「
第
三
回
美
術
品
陳
列
ス
。
第
一
第
三
ノ
日
曜
日
切
符
持
参
ノ
方
二
限
リ
、
縦
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神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

覧
二
供
ス
可
シ
。

⑳
明
治
二
十
五
年
十
月
一
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

覧
二
供
ス
可
シ
。

神
嘗
祭
後
二
日

（
中
略
）

珍
重
。 （

中
略
）

惟
知
新
一
新
。

「
川
崎
美
術
館
請
客
縦
観

⑳
明
治
二
十
五
年
十
月
二
十
六
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

但
当
日
雨
天
ナ
レ
ハ
次
ノ
日
曜
日
二
順
延
ノ
事
。

但
当
日
雨
天
ナ
レ
ハ
次
ノ
日
曜
日
＝
順
延
ノ
事
。

⑳
明
治
二
十
五
年
九
月
三
十
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

第
35
号

水
哉

妄

評」

榔
財
傾
貨
集
異
珍
。
清
娯
請
客
供

■陳
。
彼
応
足
利
盛
時
物
。
此
則
徳
川
初

代
人
。
破
鼎
摩
掌
字
描
漢
。
粉
圏
穿
盤
妙
通
神
。
超
然
奇
秘
備
真
理
。
限
界

川
崎
美
箭
館
縦
覧
者
幾
百
千
人
而
一
無
題
詩
去
者
如
仙
庵
主
人
一
律
殊
可

如

仙

庵

船

山

漁

客

稿

布
引
川
崎
美
術
館
」

「
第
三
回
美
術
品
陳
列
ス
。
第
一
第
三
ノ
日
曜
日
切
符
持
参
ノ
方
二
限
リ
、
縦

布
引
川
崎
美
術
館
」

「
第
三
回
美
術
品
陳
列
ス
。
第
一
第
三
ノ
日
曜
日
切
符
持
参
ノ
方
二
限
リ
、
縦

「
川
崎
美
術
館
市
内
布
引
の
同
館
に
て
は
第
四
回
の
列
品
此
の
程
整
頓
し
た

⑳
明
治
二
十
六
年
五
月
二
十
六
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

は
四
百
十
四
、

五
名
と
多
数
の
来
館
者
が
詰
め
か
け
た
。

の
列
品
を
な
し
、
同
好
者
の
縦
覧
に
供
し
居
り
し
が
、
去
る
六
日
第
一
日
曜

日
限
り
閉
館
し
た
り
。
」

第
四
回
展
観
は
明
治
二
十
六
年
六
月
四
日
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
最
終
日
は
未

確
認
。
開
館
日
は
第
一
・
第
三
日
曜
日
、
入
館
に
は
切
符
が
必
要
。
池
長
孟
関

係
資
料
に
は
父
・
通
宛
の
招
待
状
（
五
月
二
十
五
日
付
）
と
縦
覧
券
が
伝
わ
る

（図
3
)
。
初
日
（
六
月
四
日
）
は
二
百
四
十
余
人
、
二
日
目
（
六
月
十
八
日
）

◆
第
四
回
展
観
（
明
治
二
十
六
年
六
月
四
日
S
)

十
一
月

布
引
川
崎
美
術
館
」

「
去
ル
六
日
限
リ
ニ
テ
、
本
年
ハ
閉
館
ス
。

⑰
明
治
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

十
一
月

布
引
川
崎
美
術
館
」

「
去
ル
六
日
限
リ
ニ
テ
、
本
年
ハ
閉
館
ス
。

⑳
明
治
二
十
五
年
十
一
月
十
一
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

「
川
崎
美
術
館
の
閉
館
市
内
布
引
の
川
崎
美
術
館
は
去
る
九
月
以
来
第
三
回

⑳
明
治
二
十
五
年
十
一
月
十
一
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

- 28 - (9) 



川
崎
美
術
館
研
究
（
一
）

六
月
一
日

の
日
曜
日
へ
順
延
。

「
第
四
回
陳
列
品
整
頓
仕
候
に
付
、
本
月
よ
り
例
の
通
り
第
一
第
三
日
曜
日
に

文
献
資
料
か
ら
た
ど
る
川
崎
美
術
館
と
神
戸
川
崎
男
爵
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

市
内
布
引
川
崎
美
術
館
」

限
り
、
通
券
御
持
参
諸
君
の
縦
覧
に
供
し
候
。
但
し
、
当
日
雨
天
な
れ
ば
次

の
陳
列
を
な
し
、
以
後
毎
日
曜
日
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で
切
符
を
持

「
川
崎
美
術
館
当
市
の
川
崎
美
術
館
は
今
五
日
（
日
曜
日
）
を
以
て
第
五
回

⑮
明
治
二
十
八
年
五
月
五
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

ら
れ
る
。

⑪
明
治
二
十
六
年
六
月
三
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

六
月
一
日

市
内
布
引
川
崎
美
術
館
」

の
日
曜
日
へ
順
延
゜

限
り
、
通
券
御
持
参
諸
君
の
縦
覧
に
供
し
候
。
但
し
、
当
日
雨
天
な
れ
ば
次

る
を
以
て
、
来
る
六
月
四
日
よ
り
開
館
し
、
爾
後
毎
月
第
一
第
三
の
日
曜
日

「
第
四
回
陳
列
品
整
頓
仕
候
に
付
、
本
月
よ
り
例
の
通
り
第
一
第
三
日
曜
日
に

「
第
四
回
陳
列
品
整
頓
仕
候
に
付
、
本
月
よ
り
例
の
通
り
第
一
第
三
日
曜
日
に

「
第
四
回
陳
列
品
整
頓
仕
候
に
付
、
本
月
よ
り
例
の
通
り
第
一
第
三
日
曜
日
に

一
昨
日
の
来
観
者
は
四
百
十
四
五
名
な
り
し
と
。
」

一
◆
第
五
回
展
観
（
明
治
二
十
八
年
五
月
五
日
S
六
月
九
日
）
]

第
五
回
展
観
は
明
治
二
十
八
年
五
月
五
日
か
ら
六
月
九
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

前
年
は
定
例
開
館
が
行
わ
れ
ず
、
二
年
ぶ
り
の
開
館
と
な
る
。
今
回
か
ら
開
館

日
が
毎
週
日
曜
日
と
な
り
、
開
館
時
間
も
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
に
設

定
さ
れ
た
。
最
終
日
は
雨
天
で
も
順
延
せ
ず
、
開
館
を
予
定
し
て
い
た
。
多
数

の
来
館
者
を
見
込
む
な
か
で
、
美
術
館
の
運
営
体
制
が
調
っ
て
い
っ
た
と
考
え

⑳
明
治
二
十
六
年
六
月
三
日
「
大
阪
朝
日
新
聞
」

「
川
崎
美
術
館

⑭
明
治
二
十
六
年
六
月
二
十
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

六
月
一
日

市
内
布
引
川
崎
美
術
館
」

の
日
曜
日
へ
順
延
゜

「
川
崎
美
術
館

一
昨
日
の
縦
覧
人
は
二
百
四
十
余
人
な
り
し
。
」

限
り
、
通
券
御
持
参
諸
君
の
縦
覧
に
供
し
候
。
但
し
、
当
日
雨
天
な
れ
ば
次

⑬
明
治
二
十
六
年
六
月
六
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

⑳
明
治
二
十
六
年
六
月
二
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

六
月
一
日

市
内
布
引
川
崎
美
術
館
」

の
日
曜
日
へ
順
延
゜

三
の
日
曜
日
に
し
て
雨
天
な
れ
ば
、
次
の
日
曜
日
へ
順
延
す
。
」

限
り
、
通
券
御
持
参
諸
君
の
縦
覧
に
供
し
候
。
但
し
、
当
日
雨
天
な
れ
ば
次

を
限
り
切
符
を
持
参
す
る
人
々
の
縦
覧
に
供
す
る
筈
な
り
。
尤
も
、
第
一
第

⑫
明
治
二
十
六
年
六
月
三
日
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
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神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

参
す
る
も
の
に
限
り
、
縦
覧
に
供
す
る
よ
し
。
但
し
、
当
日
雨
天
な
れ
ば
開

館
せ
ず
。
」

ま
で
。
切
符
御
持
参
縦
覧
被
成
度
候
。

し
、
江
湖
篤
志
家
の
縦
覧
に
供
し
居
り
し
が
、
梅
雨
の
候
に
迫
り
し
を
以
て
、

来
る
九
日
（
日
曜
日
）
限
り
閉
館
す
る
筈
な
る
が
、
同
日
だ
け
は
縦
然
、
雨

一
◆
名
所
と
し
て
一

明
治
二
十
年
代
後
半
か
ら
三
十
年
に
か
け
て
、

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
開
館
か
ら
数
年
を
経
て
神
戸
を
代
表
す
る
名
所
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
定
着
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
開
館
当
初
は
九
月
に
展
観
が
開
か
れ

た
が
、

川
崎
美
術
館
は
名
所
案
内
に

の
ち
に
五
月
か
ら
六
月
の
夏
場
の
開
館
が
定
例
化
し
た
よ
う
だ
。

（
前
略
）
温
泉
場
の
上
、
川
崎
氏
の
邸
内
に
川
崎
美
術
館
あ
り
。
我
国
特
得

「
摂
播
旅
客
案
内
（
六
）

川
崎
美
術
館

⑱
明
治
二
十
八
年
四
月
十
六
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

天
に
て
も
特
に
開
館
す
る
な
ら
ん
と
い
ふ
。
」

「
川
崎
美
術
館
市
内
布
引
の
川
崎
美
術
館
は
去
月
以
来
第
五
回
の
陳
列
を
な

⑰
明
治
二
十
八
年
六
月
七
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

五
月
五
日

布
引
川
崎
美
術
館
」

「
本
日
開
館
。
当
分
、
毎
日
曜
日
（
雨
天
を
除
く
）
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時

⑯
明
治
二
十
八
年
五
月
五
日
「
神
戸
又
新
日
報
」

第
35
号

「
川
崎
美
術
館

の
妙
技
と
称
す
る
美
術
的
の
品
々
、
動
も
す
れ
ば
射
利
子
の
手
に
落
ち
て
外

ん
限
り
は
之
れ
を
喰
ひ
止
め
、
且
つ
同
好
者
を
奨
励
し
て
共
も
に
倶
も
に
此

の
心
に
よ
り
て
此
の
事
を
成
就
せ
ん
と
の
趣
意
に
よ
り
、
川
崎
氏
が
多
年
蒐

集
せ
し
美
術
品
陳
列
の
た
め
に
設
け
し
も
の
な
り
。
館
は
明
治
廿
三
年
の
創

立
に
係
り
、
毎
年
夏
期
を
卜
し
て
陳
列
品
を
取
り
換
へ
取
り
換
へ
て
、
同
好

者
の
縦
覧
に
供
ふ
。
本
年
は
特
に
陳
列
品
を
多
く
し
、
五
月
第
一
の
日
曜
日

⑲
明
治
三
十
年
三
月
発
行

（
前
略
）
此
の
廓
[
引
用
者
註
二
布
引
温
泉
]
の
西
に
当
た
る
山
腹
に
川
崎

美
術
館
あ
り
。
当
地
の
長
者
川
崎
正
蔵
氏
の
私
立
に
係
る
も
の
に
し
て
、
同

氏
秘
蔵
の
古
器
物
古
書
画
其
他
の
美
術
品
を
陳
列
せ
り
。
春
夏
の
侯
、
衆
庶

⑩
明
治
三
十
年
四
月
十
四
日
発
行

傍
』
日
東
館

同
町
[
引
用
者
註
ら
叫
納
町
]
の
上
方
ヽ
川
崎
正
蔵
氏
の
邸

内
に
あ
り
。
明
治
二
十
三
年
の
建
築
に
係
り
、
我
国
の
美
術
品
を
陳
列
す
る

所
な
り
。
二
階
建
に
し
て
下
階
を
数
室
に
区
別
す
。
毎
室
凡
そ
四
間
四
方
あ

ふ

す

ま

り
。
其
紙
門
は
皆
応
挙
の
筆
な
り
。
毎
年
夏
季
を
以
て
陳
列
品
の
縦
覧
を
許

す
。
其
内
、
探
幽
の
筆
寒
山
拾
得
二
幅
対
、
宋
徽
宗
皇
帝
の
筆
花
鳥
図
、
巨

の
縦
覧
に
供
す
。
」

鍋
島
直
身
編
『
神
戸
名
勝
案
内
記

「
布
引
の
滝
附
温
泉
、
川
崎
美
術
館

附
近

岡
太
郎
吉
編
『
神
戸
み
や
げ
』
神
戸
同
盟
出
版
社

頃
よ
り
開
館
す
と
い
ふ
。
」

国
人
に
販
売
せ
ら
れ
、
年
一
年
よ
り
そ
の
数
の
減
す
る
を
嘆
き
、
力
の
及
ば
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川
崎
美
術
館
研
究
（
一
）

勢
金
岡
の
筆
大
幅
仏
画
の
如
き
最
も
名
あ
り
。
其
他
書
画
、
器
物
、
仏
像
等

＠
明
治
三
十
年
十
月
五
日
発
行

＿
◆
第
六
S
八
回
展
観
一

第
六
回
•
第
七
回
展
観
に
関
す
る
記
事
は
末
確
認
。
第
八
回
展
観
は
、
陳
列

品
目
録
が
現
存
す
る
（
兵
庫
県
立
図
書
館
蔵
）
。
同
目
録
で
は
、
美
術
館
玄
関
に

展
示
し
た
「
宝
玉
七
宝
香
炉
」
「
宝
玉
七
宝
花
瓶
」
に
つ
い
て
「
右
明
年
、
仏
国

巴
里
二
於
テ
開
ク
所
ノ
万
国
大
博
覧
会
出
品
ニ
シ
テ
、
川
崎
邸
内
七
宝
製
造
所

ノ
製
作
二
係
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
五
。
第
八
回
展
観
は
パ
リ
万
博
の
前
年
に

あ
た
る
明
治
三
十
二
年
と
推
定
さ
れ
る
が
、
会
期
は
不
明
。
同
目
録
は
冒
頭
に

紙
焼
き
写
真
三
枚
（
長
春
閣
及
び
川
崎
美
術
館
の
外
観
、
「
宝
玉
七
宝
香
炉
」

「
宝
玉
七
宝
花
瓶
」
）
が
貼
り
付
け
ら
れ
た
の
ち
、
陳
列
品
の
名
称
が
部
屋
ご
と

①
美
術
館
玄
関
（
二
件
）

③
上
之
間
（
二
件
）

⑤
三
之
間
（
二
十
件
）

⑦
仏
間
（
二
十
四
件
）

⑨
楼
上
登
口
（
四
件
）

⑧
西
入
側
（
六
十
七
件
）

②
大
書
院
床
之
間
(
+
七
件
）

④
広
間
（
五
十
四
件
）

⑥
東
入
側
（
四
十
三
件
）

⑩
楼
上
々
段
床
之
間
（
三
件
）

文
献
資
料
か
ら
た
ど
る
川
崎
美
術
館
と
神
戸
川
崎
男
爵
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
部
屋
と
陳
列
件
数
は
以
下
の
通
り
。

「
川
崎
美
循
館
は
川
崎
正
蔵
氏
が
珍
蔵
の
書
画
美
術
品
を
陳
列
す
」

堂

塚
脇
門
蔵
編
『
神
戸
名
所
案
内
』
熊
谷
久
栄

世
に
優
れ
た
る
も
の
頗
る
多
し
。
」

る
御
予
定
な
り
と
申
す
。
（
後
略
）
」

生
田
神
社
御
参
拝
、
玉
串
を
捧
げ
玉
ひ
了
り
て
、
布
引
に
抵
ら
せ
ら
れ
瀑
布

愈
今
九
日
神
戸
に
行
啓
あ
ら
せ
ら
る
る
旨
、
御
治
定
あ
り
。

四
百
点
を
陳
列
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑪
楼
上
違
棚
（
五
件
）

⑬
楼
上
広
間
床
之
間
(
+
一
件
）

⑮
煎
茶
席
（
十
二
件
）

⑰
抹
茶
席
(
+
一
件
）

⑫
楼
上
々
段
之
間
（
三
件
）

⑭
楼
上
広
間
（
七
十
九
件
）

合
計
三
百
七
十
五
件

＿
◆
皇
太
子
殿
下
行
啓
一

明
治
三
十
二
年
十
一
月
九
日
の
皇
太
子
殿
下
神
戸
行
啓
で
は
、
湊
川
神
社
、

生
田
神
社
、
布
引
の
滝
の
の
ち
、
川
崎
邸
へ
到
着
。
長
春
閣
で
休
憩
後
、
美
術

館
を
鑑
賞
し
て
い
る
。
⑬
・
⑭
で
は
、
行
啓
時
の
主
な
展
示
作
品
と
全
体
で
約

⑫
明
治
三
十
二
年
十
一
月
九
日
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
朝
刊

「
東
宮
神
戸
行
啓

其
御
時
刻
其
他
の
御
予
定
は
午
前
十
一
時
五
十
四
分
舞
子
駅
御
発
車
、
午
後

零
時
三
十
五
分
神
戸
駅
御
着
。
先
づ
湊
川
神
社
に
御
立
寄
り
あ
り
。
夫
よ
り

御
覧
あ
ら
せ
ら
れ
、
御
帰
途
川
崎
正
蔵
氏
の
別
荘
に
て
御
休
憩
の
上
、
五
時

五
分
神
戸
駅
御
発
車
。
同
五
時
四
十
四
分
舞
子
駅
御
着
、
還
啓
あ
ら
せ
ら
る

⑬
明
治
三
十
二
年
十
一
月
十
日
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
朝
刊
付
録

「
東
宮
神
戸
行
啓

（
中
略
）
川
崎
美
術
館
に
成
ら
せ
ら
る
。
川
崎
正
蔵
父
子
門
外
に
て
御
出
迎

⑯
茶
具
（
十
八
件
）
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美
術
館
の
陳
列
御
覧
終
り
て
再
び
長
春
閣
に
御
小
休
み
あ
り
。
中
山
大
夫
、

し
な
り
と
か
や
。

月
山
筆

上
之
間

床

林
樹
深
き
処
高
く
空
を
摩
せ
る
古
塔
は
客
年
、
垂
水
の
多
聞
寺
よ
り
移
築
せ

聞
く
に
左
の
如
し

を
つ
く
り
植
込
の
手
を
尽
し
た
る
を
い
た
＜
恋
賞
あ
ら
せ
玉
ひ
た
り
と
ぞ
。

あ
り
、
布
引
の
雄
滝
雌
滝
御
覧
の
上
、
川
崎
正
蔵
氏
の
邸
へ
行
啓
と
な
り
、

花
浮
模
様
花
瓶
を
重
な
る
も
の
と
し
、
其
他
四
百
点
許
り
の
什
器
を
陳
列
し

ヘ
御
着
と
な
り
、
湊
川
神
社
、
生
田
神
社
等
を
御
参
拝
あ
り
て
神
宝
を
御
覧

鍍
金
仏
、
推
古
帝
時
代
地
蔵
尊
、
古
薩
摩
錦
手
三
脚
香
炉
、
支
那
江
西
の
梅

絵
十
種
香
函
、
東
山
時
代
の
古
銅
雁
の
香
炉
、
玉
花
瓶
、
香
炉
種
々
、
印
度

つ
づ
き
の
洋
館
楼
上
に
御
登
臨
あ
り
。
更
に
庭
づ
た
ひ
に
美
術
館
に
入
御
あ

ら
せ
ら
る
。

り
。
是
は
自
窯
の
作
品
に
て
明
年
の
巴
里
大
博
覧
会
に
出
陳
せ
ん
も
の
と
ぞ
。

館
の
楼
上
楼
下
に
は
、
顔
輝
の
寒
山
拾
得
双
幅
、
探
幽
の
竹
に
鳳
凰
双
幅
、

光
起
の
義
経
、
陶
淵
明
、
周
茂
叔
三
幅
対
、
周
代
の
由
花
瓶
、
桑
に
葛
の
蒔

御
覧
に
供
ふ
。
殿
下
に
は
御
気
色
斜
め
な
ら
ず
上
覧
あ
ら
せ
あ
れ
、
楼
辺
の

紅
楓
の
色
濃
く
照
り
そ
ひ
た
る
を
愛
で
さ
せ
ら
れ
、
山
路
を
切
開
き
て
蹂
路

午
後
三
時
三
十
分
御
出
門
（
中
略
）
是
日
神
戸
市
中
布
引
山
へ
か
け
御
通

路
の
拝
観
者
は
幾
万
と
い
ふ
数
を
知
ら
ず
。
当
地
其
他
よ
り
神
戸
さ
し
て
行

「
神
戸
長
春
閣
の
粧
飾

十
一
月
九
日
午
前
十
一
時
四
十
分
御
出
門
に
て
、
午
後
零
時
三
十
五
分
神
戸

同
邸
新
築
の
長
春
閣
に
ご
休
憩
あ
ら
せ
ら
れ
、
美
術
館
を
御
覧
の
上
午
後
三

時
三
十
分
還
啓
と
相
成
り
た
り
、
今
長
春
閣
の
粧
飾
及
び
美
術
館
の
陳
列
を

楼
閣
山
水
図

万
暦
七
宝
鳳
凰
置
物

舞
子
御
用
邸
に
御
静
養
中
な
る
皇
太
子
殿
下
に
は
、

美
術
館
の
玄
関
に
は
宝
玉
七
宝
の
大
花
瓶
一
対
と
同
大
香
炉
と
を
陳
じ
た

⑭
明
治
三
十
二
年
十
二
月
『
京
都
美
術
協
会
雑
誌
』
第
九

0
号

集
ひ
し
も
多
か
り
き
」

島
侍
講
、
清
水
谷
武
官
等
に
も
進
め
た
り
と
ぞ
。

を
陳
じ
た
り
。
斯
く
て
主
人
父
子
に
謁
を
賜
ひ
、
緩
々
御
休
み
あ
り
て
、
棟

花
瓶
を
据
ゑ
、
三
の
間
に
は
床
に
応
挙
の
富
士
、
支
那
の
籠
花
生
（
秋
草
）

手
箱
を
配
し
ぬ
。
二
の
間
の
床
は
探
幽
の
老
松
日
出
図
を
展
べ
、
蕎
麦
の
大

御
あ
り
。
此
建
物
は
竣
工
後
、
殿
下
の
御
立
寄
を
仰
ぎ
奉
り
し
が
座
敷
開
き

は
万
暦
製
七
宝
鳳
凰
の
香
炉
を
安
ん
じ
、
床
脇
に
は
保
元
時
代
物
の
浦
島
の

ま
せ
ら
れ
た
る
後
、

又
も
や
庭
園
を
御
徒
歩
に
て
紅
葉
の
錦
松
林
の
間
に
点

綴
せ
る
辺
り
の
茶
席
に
入
ら
せ
ら
る
。
此
処
に
は
表
千
家
大
道
某
は
待
受
け

申
し
、
主
人
正
蔵
翁
恐
る
恐
る
御
前
に
於
て
抹
茶
を
献
ぜ
ん
と
せ
し
を
、
殿

下
は
『
余
が
立
て
て
遣
は
さ
ん
』
と
仰
せ
あ
り
。
御
手
づ
か
ら
茶
笑
を
取
ら

せ
ら
れ
主
人
に
賜
は
り
つ
る
畏
さ
に
翁
は
面
目
身
に
余
り
て
拝
服
し
つ
、
更

に
宗
匠
の
手
前
に
て
殿
下
に
捧
げ
奉
り
順
次
中
山
大
夫
、
高
辻
侍
従
長
、
三

御
菓
子
を
盛
上
げ
た
り
。
床
の
間
は
月
山
の
楼
閣
山
水
双
幅
を
掲
げ
、
置
物

な
り
と
ぞ
、
御
休
席
に
は
御
用
の
御
卓
椅
子
予
て
差
廻
さ
れ
、
紅
白
菊
花
の

さ
せ
ら
れ
、
清
水
谷
武
官
し
て
御
形
態
の
早
取
写
真
器
械
に
て
御
撮
影
を
試

を
な
し
御
案
内
し
て
山
路
の
庭
園
を
登
ら
せ
ら
れ
、
長
春
閣
の
御
休
席
に
入

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

第
35
号

高
辻
侍
従
長
以
下
二
の
間
に
控
へ
、
御
座
所
に
は
有
栖
川
宮
と
御
椅
子
を
対
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川
崎
美
術
館
研
究
（
一
）

対
等
を
始
め
す
べ
て
四
百
点
内
外
を
陳
列
し
た
り
」

許
可
を
蒙
り
た
れ
ば
、
数
日
前
搬
送
し
来
り
し
と
。
」

に
て
大
褒
賞
を
受
領
し
た
る
宝
玉
七
宝
大
花
瓶
高
さ
五
尺
四
寸
、
同
大
香
炉

川
崎
正
蔵
氏
が
巴
里
大
博
覧
会

は
牧
渓
筆
枯
芦
翡
翠
、
敗
荷
鶴
領
双
幅
、
楼
上
床
之
間
に
は
顔
輝
筆
寒
山
拾

ふ。」

古
帖
佐
筒
茶
碗
（
以
下
十
余
点
略
之

「
川
崎
正
蔵
氏
の
献
品
川
崎
正
蔵
氏
は
自
家
に
て
製
作
せ
る
七
宝
焼
の
花
瓶

磨
置
物
南
蛮
鉄
如
意

印
材
堤
成
作
雄
朱
竹
小
鳥
摸
様
硯
箱
大
雅
堂

夏
珪
筆

高
麗
雲
鶴
香
炉
明
代
達

応
挙
筆
富
士
図
支
那
駕
籠
草
花
雑
挿
（
以
上
長
春
閣
）

「
川
崎
正
蔵
氏
の
渡
仏
神
戸
の
川
崎
正
蔵
氏
は
自
家
所
蔵
の
美
術
品
を
巴
里

探
幽
筆

保
元
時
代
浦
島
手
箱

老
松
旭
日
図

三
之
間

茂
古
林
墨
跡

但
古
抹
茶
席
）

蕎
麦
大
花
瓶

秋
景
山
水
図
（
東
山
御
蔵
の
内
）

銀
遊
戯
図
巻
物
（
以
下
数
十
点
略
之
但
石
熊
茶
席
）

古
銅
管
耳
花
瓶

又
美
術
館
玄
関
に
は
今
回
川
崎
邸
内
の
七
宝
製
作
所
に
て
製
作
せ
る
宝
玉
七

宝
の
大
花
瓶
一
対
、
同
大
香
炉
を
、
上
之
間
床
に
は
探
幽
筆
桐
に
竹
鳳
凰
の

双
幅
、
上
之
間
に
は
光
琳
筆
富
士
と
松
島
図
六
枚
折
屏
風
一
双
、
三
之
間
に

得
双
幅
（
東
山
義
政
公
よ
り
本
願
寺
家
へ
贈
り
し
も
の
）
、
唐
大
宗
年
製
染
付

香
炉
、
春
日
卓
、
違
棚
に
は
桑
地
蔦
蒔
絵
の
十
種
香
箱
、
上
段
之
間
に
は
周

代
国
の
花
瓶
、
広
間
に
は
光
起
筆
中
義
経
、
左
右
周
茂
叔
、
陶
淵
明
の
三
幅

＿
◆
パ
リ
万
博
出
品
＿

明
治
三
十
三
年
の
パ
リ
万
博
に
は
川
崎
正
蔵
も
渡
仏
し
、
所
蔵
す
る
美
術
品

を
出
品
し
た
。
な
か
で
も
、
川
崎
が
邸
宅
内
に
工
房
を
設
け
て
製
作
さ
せ
た

文
献
資
料
か
ら
た
ど
る
川
崎
美
術
館
と
神
戸
川
崎
男
爵
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

次
之
間

床

同

床
脇

⑮
明
治
三
十
三
年
四
月
一
日
「
読
売
新
聞
」
朝
刊

「
宝
玉
七
宝
花
瓶
」
「
宝
玉
七
宝
香
炉
」
は
大
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
万
博
後
、

こ
の
作
品
は
皇
室
に
献
上
さ
れ
た
六
。

博
覧
会
に
出
品
せ
し
が
な
ほ
同
氏
は
来
る
十
八
日
渡
仏
せ
る
由
。
」

⑯
明
治
三
十
四
年
五
月
五
日
「
読
売
新
聞
」
朝
刊

一
対
（
高
六
尺
二
三
寸
）
、
香
炉
（
高
四
尺
回
り
六
尺
）
は
握
き
に
万
国
博
覧

会
に
出
品
せ
し
に
此
度
積
み
戻
り
し
に
付
、
今
回
宮
中
に
献
納
せ
し
が
右
花

瓶
に
は
菊
香
炉
に
は
龍
の
横
刻
あ
り
て
非
常
に
立
派
な
る
も
の
な
り
と
云

＠
明
治
三
十
四
年
五
月
九
日
「
読
売
新
聞
」
朝
刊

「
よ
み
う
り
抄

七
宝
花
瓶
と
香
炉
の
献
上

高
さ
四
尺
八
寸
（
共
に
蓮
牡
丹
唐
草
摸
様
）
は
此
程
宮
内
大
臣
よ
り
献
納
の

＿
◆
第
九
S
十
一
回
展
観
一

第
九

S
十
一
回
の
展
観
に
関
す
る
記
事
は
未
見
。
た
だ
し
、
第
九
回
の
陳
列

品
目
録
は
現
存
し
て
い
る
（
島
根
大
学
附
属
図
書
館
[
桑
原
文
庫
]
蔵
)
゜
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⑲
大
正
元
年
十
二
月
九
日
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
朝
刊

議
員
川
崎
正
蔵
氏
の
葬
儀
は
八
日
執
行
、
午
後
一
時
従
五
位
勲
三
等
川
崎
正

蔵
の
柩
と
記
し
た
銘
旗
及
び
目
良
海
軍
造
船
少
監
の
捧
持
し
た
勲
三
等
に
次

で
神
戸
布
引
の
本
邸
出
棺
゜
喪
主
芳
太
郎
氏
は
鈍
色
の
直
垂
に
藁
沓
を
穿
き
、

「
川
崎
翁
の
葬
儀
去
る
三
日
逝
去
し
た
る
神
戸
川
崎
造
船
所
顧
問
元
貴
族
院

正
蔵
氏
の
葬
儀
は
今
八
日
午
後
正
一
時
自
宅
出
棺
、
春
日
野
に
於
て
仏
式
を

以
て
執
行
さ
れ
た
り
。
葬
列
の
順
序
は
各
講
及
団
体
の
弔
旗
寄
贈
の
花
車
花

輪
等
に
次
ぎ
、
高
張
提
灯
位
牌
銘
旗
に
次
で
目
良
造
船
少
監
勲
章
を
捧
持
し
、

柩
は
十
六
人
の
勢
子
に
屏
か
れ
其
の
後
に
は
川
崎
芳
太
郎
氏
其
他
親
戚
一
同

之
に
従
ひ
た
る
が
、
葬
列
は
誕
々
と
し
て
二
十
余
町
に
及
べ
り
。
斯
く
て
一

「
川
崎
氏
の
葬
儀
（
大
阪
）

我
国
造
船
界
の
覇
者
た
る
従
五
位
勲
三
等
川
崎

に
叙
せ
ら
る
」

⑳
大
正
元
年
十
二
月
九
日
「
読
売
新
聞
」
朝
刊

な
く
二
日
午
前
十
時
死
去
せ
り
。
享
年
七
十
六
、
氏
は
兵
庫
県
平
民
川
崎
利

右
衛
門
の
長
男
に
て
天
保
八
年
七
月
十
日
を
以
て
生
れ
、
維
新
後
力
を
海
運

の
発
達
に
そ
A

ぎ
、
帝
国
郵
便
汽
船
会
社
の
副
頭
取
と
な
り
、
後
三
菱
に
入

り
東
京
及
び
神
戸
に
造
船
所
を
設
立
し
、
尚
ほ
明
治
十
九
年
に
兵
庫
造
船
局

の
払
下
げ
を
受
け
て
前
ニ
ヶ
所
の
造
船
所
を
合
併
し
、
川
崎
造
船
所
と
称
し

本
邦
造
船
界
の
覇
者
と
な
り
、
廿
三
年
貴
族
院
議
員
と
な
れ
り
。
精
力
旺
盛

に
し
て
紳
士
的
素
質
に
富
め
る
上
に
骨
董
の
鑑
識
に
長
け
、
宏
大
な
る
美
術

館
を
造
り
、
五
重
塔
を
建
築
せ
る
な
ど
人
の
知
れ
る
処
な
り
。
実
子
無
く
養

嗣
子
芳
太
郎
（
四
四
）
氏
は
鬼
塚
善
兵
衛
氏
の
長
男
な
り
。
養
女
ゆ
き
子

（
二
八
）
は
林
逓
相
長
男
雅
之
助
氏
に
、
同
よ
し
子
（
二
六
）
は
山
口
男
令
弟

次
郎
氏
に
嫁
せ
り
。
尚
危
篤
の
趣
、
天
聴
に
達
す
る
や
特
旨
を
以
て
従
五
位

花
も
品
切
れ
を
来
し
、
従
っ
て
相
場
も
暴
騰
し
、
平
素
十
円
位
の
花
環
も
十

川
崎
翁
の
葬
儀
は
神
戸
始
ま
っ
て
以
来
の
盛
儀
だ
と
い

の
名
士
よ
り
贈
り
た
る
弔
花
放
鳥
の
類
亦
五
百
余
に
達
し
た
。

病
み
、
須
磨
療
院
長
鶴
崎
医
学
士
の
治
療
を
受
け
つ
A

あ
り
し
が
、
薬
石
効

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

＿
◆
川
崎
正
蔵
逝
去
（
大
正
元
年
十
二
月
二
日
）
一

⑱
大
正
元
年
十
二
月
四
日
「
読
売
新
聞
」
朝
刊

本
邦
造
船
界
の
偉
煎
者

神
戸
川
崎
銀
行
監
督
川
崎
造
船
所
顧
問
な
る
川
崎
正
蔵
氏
は
予
ね
て
胃
癌
を

「
川
崎
正
蔵
氏
逝
く

職
高
木
龍
淵
師
を
始
め
、
相
国
寺
、
知
恩
院
住
職
等
二
十
四
箇
寺
百
五
十
余

第
35
号

竹
杖
を
杖
き
、
末
亡
人
、
芳
太
郎
氏
夫
人
亦
白
無
垢
姿
、
其
他
二
十
四
名
の

親
戚
男
女
是
れ
に
従
ひ
順
路
を
春
日
野
墓
地
に
到
り
、
導
師
京
都
天
龍
寺
住

名
の
僧
侶
に
拠
っ
て
無
事
終
了
。
会
葬
者
は
藩
主
島
津
忠
重
公
代
理
野
本
饒

氏
を
始
め
、
京
阪
神
に
於
け
る
紳
士
緬
商
賂
し
く
、
大
臣
大
将
其
の
他
朝
野

何
処
も
彼
所
も
人

ふ
丈
け
あ
っ
て
花
環
の
数
は
三
百
に
近
く
夫
れ
に
花
車
、
榛
、
放
鳥
其
の
他

種
々
の
供
物
を
合
す
る
時
は
実
に
五
百
以
上
に
達
す
る
と
い
ふ
始
末
だ
か
ら
、

五
円
さ
て
は
二
十
円
出
し
て
も
注
文
に
応
ず
る
事
が
出
来
ぬ
と
て
各
花
屋
は

大
に
嘆
し
て
居
た
が
ウ
ン
と
儲
け
た
に
は
違
ひ
な
い
。
唯
さ
へ
会
葬
者
の
多

い
所
へ
見
物
人
や
山
菓
子
貰
が
出
た
わ
出
た
わ
、
布
引
の
邸
か
ら
十
数
町
も

あ
る
春
日
野
の
墓
所
迄
殆
ん
ど
人
続
き
で
殊
に
墓
所
の
入
口
は
押
し
合
ひ
圧

し
合
ひ
、
身
動
き
も
出
来
ぬ
程
で
あ
っ
た
」
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川
崎
美
術
館
研
究
（
一
）

の
追
福
を
祈
る
た
め
に
、
こ
の
牡
丹
の
期
を
卜
し
て
同
邸
内
の
美
術
館
を
開

「
川
崎
邸
の
美
術
館

御
手
づ
か
ら
御
点
茶
の
上
聞
し
召
さ
れ
た
名
誉
の
茶
器
で
同
家
の
至
宝
と
も

居
士
追
福
開
館
ー
』
（
池
田
文
庫
蔵
）
）
が
現
存
す
る
。

対
の
掛
軸
初
め
そ
の
他
数
品
、
上
の
間
は
全
部
応
挙
の
画
幅
で
満
た
さ
れ
、

◆
第
十
二
回
展
観

時
四
十
分
春
日
野
斎
場
に
着
し
、
奏
楽
裡
に
京
都
天
龍
寺
住
職
瀧
淵
師
、
ニ

て
式
を
終
り
た
る
ゐ
。
此
日
会
葬
者
の
重
な
る
人
々
は
松
方
侯
林
伯
各
代
理

森
市
左
衛
門
、
服
部
兵
庫
県
知
事
、
鹿
児
島
、
神
戸
市
長
、
貴
衆
両
院
議
員

其
他
五
千
余
名
に
て
神
戸
市
開
設
以
来
絶
無
の
盛
葬
な
り
き
。
」

追
福
開
館
（
大
正
二
年
五
月
二
日
S
十
一
日
）
一

前
年
に
逝
去
し
た
川
崎
正
蔵
の
追
福
の
た
め
、
第
十
二
回
展
観
が
大
正
二
年

五
月
二
日
か
ら
十
一
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
追
福
展
観
は
多
数
の
来
館
者

で
賑
わ
い
、
生
前
の
川
崎
正
蔵
を
偲
ん
だ
と
伝
え
る
。
第
十
二
回
展
観
の
陳
列

品
目
録
（
『
川
崎
美
術
館
第
十
二
回
陳
列
品
目
録
ー
為
徳
光
院
殿
齢
堂
恵
然
大

⑪
大
正
二
年
五
月
三
日
「
神
戸
新
聞
」

山
と
積
る
A

珍
器
什
宝

富
貴
を
誇
る
牡
丹
の
花

九
十
の
春
光
漸
く
尽
き
て
春
将
に
逝
か
ん
と
す
る
頃
、
布
引
川
崎
家
の
庭

園
に
春
の
名
残
を
飾
ら
う
と
て
か
、
名
も
床
し
い
富
貴
草
の
濃
き
紅
や
、
淡

紅
や
、
さ
て
は
露
に
匂
は
し
い
白
牡
丹
が
色
と
り
ぐ
に
咲
き
出
で
た
。
之
等

マ
マ

は
故
川
崎
正
造
翁
が
生
前
雨
に
つ
け
風
に
つ
け
て
丹
精
を
凝
ら
し
て
愛
で
ら

れ
た
も
の
で
、
今
は
翁
の
生
前
を
偲
ぶ
草
の
一
っ
と
な
っ
た
。
同
邸
で
は
翁

き
、
是
処
に
翁
が
生
前
収
集
さ
れ
た
美
術
品
を
陳
列
し
知
名
の
人
々
を
招
待

文
献
資
料
か
ら
た
ど
る
川
崎
美
術
館
と
神
戸
川
崎
男
爵
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

次
郎
一
同
を
代
表
し
弔
辞
を
朗
読
し
了
っ
て
焼
香
を
為
し
、
更
に
読
経
あ
り

十
四
ヶ
寺
の
門
末
僧
侶
二
百
二
十
余
名
を
従
へ
、
着
席
読
経
の
後
、
松
方
幸

し
て
昨
二
日
か
ら
十
日
間
随
意
観
覧
せ
し
め
る
こ
と
A

な
っ
た
。
昨
日
は
多

数
の
紳
士
淑
女
が
観
覧
に
出
掛
け
て
朝
か
ら
頗
る
賑
っ
た
が
、
広
や
か
な
邸

内
の
山
を
取
り
込
ん
だ
中
腹
に
登
え
立
っ
た
美
術
館
の
玄
関
か
ら
拝
見
し
て

行
く
と
、
宝
玉
、
七
宝
、

玉
堂
、
富
貴
模
様
の
大
花
瓶
一
対
を
初
め
と
し
て

宝
製
造
術
が
次
第
に
類
れ
行
く
の
を
嘆
い
て
、
明
治
二
十
五
年
邸
内
に
工
場

の
裡
に
国
粋
保
存
の
念
が
深
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す
べ
き
尊
い
記
念
品
で
、

こ
の
中
大
花
瓶
は
明
治
三
十
三
年
仏
国
巴
里
の
万
国
博
覧
会
に
出
品
し
て
名

誉
大
章
を
受
領
し
、
我
が
皇
室
に
献
納
し
て
御
嘉
納
の
栄
を
得
た
こ
と
も
あ

る
真
に
世
界
的
美
術
品
と
も
い
ふ
べ
く
、

そ
の
他
能
衣
裳
、
能
道
具
一
式
が

美
し
く
陳
列
さ
れ
、
大
書
院
床
の
間
に
は
応
挙
筆
旭
、
檜
鶴
、
白
鹿
と
三
幅

広
間
に
は
去
る
明
治
三
十
二
年
十
一
月
今
上
天
皇
陛
下
が
未
だ
東
宮
に
お
は

し
ま
し
た
頃
、
布
引
の
滝
御
遊
覧
の
際
、
同
邸
に
御
立
寄
遊
ば
さ
れ
、
陛
下

い
ふ
べ
き
古
瀬
戸
天
目
茶
碗
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
三
の
間
、
東
廊
下
、
西
廊

下
更
に
階
上
を
残
る
方
な
く
陳
列
さ
れ
た
珍
器
什
宝
数
百
点
は
何
れ
も
支
那

日
本
の
古
代
美
術
の
精
華
で
燦
然
と
し
て
眼
も
綾
な
る
心
持
が
さ
れ
る
。
こ

れ
に
依
っ
て
見
る
も
、
故
米
翁
が
こ
れ
だ
け
多
数
の
珍
宝
を
収
集
さ
れ
た
努

力
は
一
方
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、
更
に
翁
が
彼
の
造
船
王
と

し
て
盛
名
を
馳
せ
た
一
面
に
、
如
何
に
深
奥
な
る
美
術
思
想
と
美
術
品
に
対

す
る
憧
憬
と
を
有
せ
ら
れ
た
か
ゞ
偲
ば
れ
た
。
邸
内
に
は
諸
処
に
椅
子
を
配

を
造
り
職
工
を
招
い
て
自
ら
製
造
せ
し
め
ら
れ
た
も
の
で
、
翁
の
美
術
思
想

宝
玉
七
宝
の
香
炉
、
丁
字
風
呂
、
杓
立
な
ど
、
何
れ
も
翁
の
日
本
固
有
の
七
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「
川
崎
美
術
館
陳
列

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

置
し
て
観
覧
者
の
休
憩
に
備
へ
、
牡
丹
の
園
の
附
近
に
は
抹
茶
席
、

＿
◆
追
福
記
念
展
観
（
大
正
七
年
十
一
月
一
日
S
三
日
）
と
銅
像
製
作

l

ビ
ヤ
ホ

ー
ル
の
設
け
な
ど
あ
っ
て
、
美
術
品
の
美
し
さ
に
翁
の
生
前
を
偲
ぶ
人
、
後

園
の
牡
丹
に
そ
の
生
涯
を
語
る
人
等
が
朝
の
九
時
か
ら
閉
館
時
間
の
午
後
四

第
十
二
回
以
降
の
継
続
的
な
展
観
が
行
わ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
大
正
七

年
に
は
七
回
忌
に
際
し
て
、
追
福
記
念
展
観
が
行
わ
れ
た
。
管
見
の
か
ぎ
り
、

こ
れ
が
川
崎
美
術
館
の
最
後
の
展
観
で
あ
る
七
。
⑫
の
國
華
の
記
事
で
は
各
部

屋
の
主
な
展
示
作
品
を
記
載
し
て
お
り
、
展
観
の
さ
ま
を
あ
り
あ
り
と
伝
え
る
。

と
り
わ
け
円
山
応
挙
の
旧
南
禅
寺
帰
雲
院
障
壁
画
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

は

襖
三
十
二
面
、
二
曲
屏
風
三
隻
、
掛
幅
五
幅
が
現
存
す
る
が
、
「
海
辺
老
松
図
」

十
二
面
は
美
術
館
広
間
、
「
月
夜
浮
舟
図
・
江
頭
月
夜
図
襖
」
八
面
は
上
之
間
、

「
江
岸
楊
柳
図
襖
」
八
面
及
び
「
同
屏
風
」
二
曲
三
隻
は
三
之
間
、
「
雪
景
山
水

ま
た
、
七
回
忌
に
際
し
て
、
川
崎
正
蔵
の
銅
像
が
製
作
さ
れ
、
布
引
円
山
に

設
置
さ
れ
た
。
⑭
に
拠
る
と
、
銅
像
除
幕
式
を
機
に
川
崎
家
で
は
布
引
の
敷
地

を
一
般
に
開
放
し
、
美
術
館
も
川
崎
邸
内
か
ら
移
設
す
る
計
画
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。
川
崎
美
術
館
を
よ
り
多
く
の
市
民
と
共
有
す
る
姿
勢
が
伺
え
る
。

⑲
大
正
七
年
十
一
月
『
國
華
』
第
三
四
二
号

神
戸
の
富
豪
川
崎
氏
で
は
先
代
追
福
の
記
念
と
し
て
、
邸
内
の
美
術
館
を
開

図
襖
」
四
面
は
楼
上
上
段
之
間
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
八
。

布
引
山
上
か
ら
1
1
海
を
見
渡
し
た
等
身
二
倍
大
の
1
1

見
事
な
出
来
栄

き
、
先
代
の
襲
蔵
品
を
陳
列
し
、
十
一
月
一
、
二
、
三
の
三
日
間
一
般
の
縦

覧
を
許
し
た
。
我
が
社
で
は
嘗
て
川
崎
氏
か
ら
長
春
閣
鑑
賞
の
開
版
の
依
嘱

を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、

出
陳
の
点
数
は
画
幅
と
器
物
と
を
合
せ
て
約
五
百
点
の
多
数
に
上
り
、
恰

っ
く
り
川
崎
氏
の
美
術
館
に
応
用
せ
ら
れ
て
居
る
。
こ
の
日
は
画
幅
や
陳
列

棚
に
掩
は
れ
て
酷
く
虐
待
さ
れ
て
居
た
が
、
是
れ
な
ぞ
も
川
崎
氏
の
襲
蔵
中

画
と
共
に
応
挙
を
不
朽
に
す
る
名
作
で
、
こ
う
い
ふ
も
の
に
な
る
と
応
挙
は

⑱
大
正
七
年
十
一
月
二
十
九
日
「
神
戸
新
聞
」

「
米
年
翁
銅
像
成
る

来
月
一
日
翁
の
七
周
忌
を
卜
し
、
除
幕
式
並
に
追
悼
法
会
を
営
む

当
地
川
崎
造
船
所
の
創
設
者
と
し
て
本
邦
造
船
界
の
恩
人
米
年
翁
川
崎
正
蔵

氏
が
長
逝
し
て
以
来
絃
に
七
年
、
来
る
十
二
月
一
日
を
以
て
翁
の
七
周
期
を

造
船
界
の
恩
人
川
崎
正
蔵
氏
銅
像

略）」
流
石
に
他
の
円
山
四
条
の
何
人
よ
り
も
大
き
い
処
を
持
っ
て
ゐ
る
。
（
後

で
は
有
数
の
も
の
で
あ
る
。
か
の
大
乗
寺
、
金
剛
寺
、
讃
岐
琴
平
な
ど
の
襖

旧
と
南
禅
寺
帰
雲
院
に
あ
っ
た
応
挙
の
張
付
及
襖
の
水
墨
山
水
は
、
今
そ

（
中
略
）

も
第
一
等
の
名
品
は
顔
輝
と
伝
ふ
る
寒
山
拾
得
の
双
幅
で
あ
る
。

も
一
個
の
博
物
館
を
現
出
し
た
る
の
観
が
あ
る
。
然
し
そ
の
中
何
と
い
っ
て

の
奇
述
に
接
し
や
う
と
し
た
。

時
ま
で
三
々
伍
伍
と
し
て
尽
き
な
か
っ
た
。
」

彼
し
て
居
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
何
を
措
い
て
も
私
は
西
下
し
て
親
し
く
そ

第
35
号

そ
の
襲
蔵
中
の
名
画
は
か
ね
が
ね
私
の
胸
懐
を
祖
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川
崎
美
術
館
研
究
（
＿
）

飾
る
台
座
は
、
当
初
、
現
今
新
進
の
聞
こ
え
あ
る
建
築
図
案
家
・
司
法
技

川
崎
家
先
代
の
銅
像
除
幕
式
を
機
と
し
て

「
神
戸
布
引
に
遊
園
地
を
椿
へ
る

⑬
大
正
七
年
十
二
月
二
日
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
朝
刊

九
尺
五
寸
で
、
故
人
壮
年
時
代
の
風
貌
を
参
酌
し
、
翁
が
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト

上
よ
り
川
崎
造
船
所
の
方
を
向
い
て
建
て
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
。
」

だ
結
果
今
般
竣
成
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
像
は
そ
の
大
き
さ
等
身
二
倍
大
の

月
塑
像
の
製
作
に
着
手
、
本
年
四
月
原
型
成
り
、

そ
の
後
鋳
造
作
業
を
急
い

の
助
手
高
橋
祐
像
、
伊
藤
作
蔵
、
小
野
田
高
節
の
諸
氏
の
手
で
、
昨
年
十

の
大
家
た
る
佐
野
昭
氏
指
導
の
下
に
、
新
進
彫
塑
家
久
野
惣
十
郎
氏
及
び
そ

迎
へ
る
筈
で
あ
る
が
、
当
主
芳
太
郎
氏
は
夙
に
先
人
の
銅
像
を
建
設
し
て
永

久
に
そ
の
風
辛
を
偲
び
同
時
に
そ
の
偉
業
を
子
孫
に
伝
へ
ん
が
た
め
、
昨
年

先
づ
読
経
に
始
ま
り
、
次
い
で
銅
像
除
幕
式
を
行
ひ
、

一
方
東
京
市

外
大
井
町
千
代
田
鋳
金
所
彫
刻
場
に
お
い
て
銅
像
製
作
中
の
処
、
愈
々
こ
の

で
来
月
一
日
の
米
翁
七
周
忌
日
を
卜
し
て
こ
れ
が
除
幕
式
を
兼
ね
追
弔
法
要

を
営
む
こ
と
A

な
っ
た
。
当
日
は
午
後
二
時
か
ら
天
龍
寺
、
相
国
寺
両
管
長

以
下
約
二
十
名
の
僧
侶
に
依
っ
て
仏
式
の
追
弔
会
を
執
行
、
法
要
の
次
第
は

天
龍
寺
管
長
の
偶
に

続
い
て
、
当
主
芳
太
郎
氏
か
ら
銅
像
建
設
の
趣
旨
に
就
て
一
場
の
挨
拶
を
行

ひ
、
こ
れ
に
対
し
て
来
賓
の
故
人
追
憶
、
銅
像
竣
成
の
祝
辞
な
ど
が
あ
っ
て
、

最
後
に
親
戚
そ
の
他
の
焼
香
を
以
て
法
要
及
び
除
幕
式
を
終
る
、
参
列
者
に

は
米
年
翁
の
伝
記
を
頒
る
筈
で
あ
る
が
、
銅
像
は
内
匠
寮
御
用
掛
で
且
彫
塑

を
着
し
洋
書
を
手
に
し
て
椅
子
に
先
れ
る
処
を
現
し
た
も
の
で
あ
る
が
宛
と

し
て
生
け
る
が
如
き
美
事
な
出
来
栄
を
示
し
て
い
る
。
而
し
て
そ
の
周
囲
を

師
・
工
学
士
後
藤
慶
二
、
逓
信
技
師
・
工
学
士
渡
邊
仁
、
内
匠
寮
技
師
吉
武

東
里
、
住
友
家
技
師
小
川
安
一
郎
、
辰
野
博
士
門
下
三
崎
弥
三
郎
、
曾
根
博

文
献
資
料
か
ら
た
ど
る
川
崎
美
術
館
と
神
戸
川
崎
男
爵
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

程
竣
成
し
て
同
邸
に
到
着
、
去
る
二
十
五
日
を
以
て
そ
の
据
付
を
終
っ
た
の

六
月
先
づ
布
引
円
山
の
中
腹
に
こ
れ
が
建
設
敷
地
を
選
定
し
、

士
門
下
中
村
順
平
の
諸
氏
に
こ
れ
が
設
計
図
案
を
依
嘱
し
、
そ
の
結
果
渡
邊

起
工
さ
れ
た
も
の
で
、
台
座
の
高
さ
二
十
九
尺
余
、
様
式
は
ル
ネ
サ
ン
ス
を

加
味
し
、
こ
れ
に
オ
ー
ダ
ー
を
応
用
し
た
頗
る
雄
大
な
結
構
の
も
の
で
あ
る
。

而
し
て
背
面
の
石
壁
に
は
早
大
講
師
古
城
貞
吉
氏
撰
、
内
大
臣
秘
書
官
高
秩

父
氏
揮
奄
に
係
る
故
人
の
伝
記
を
巾
五
尺
長
さ
一
丈
の
青
銅
に
鋳
造
し
た
碑

文
を
取
付
け
又
周
囲
な
る
パ
ラ
ベ
ッ
ド
の
石
壁
に
は
『
軍
艦
榛
名
進
水
式
』

『
商
船
八
阪
丸
試
運
転
』
『
機
関
車
竣
工
』
な
ど
米
翁
遺
業
の
実
況
を
薄
肉
彫

塑
で
現
し
、
各
青
銅
を
以
て
鋳
造
し
た
も
の
が
取
付
ら
れ
て
ゐ
る
外
前
面
の

左
右
に
は
モ
ダ
ン
ル
ネ
サ
ン
ス
高
さ
五
尺
の
焔
を
挙
げ
た
青
銅
製
鼎
二
基
を

据
ゑ
、
且
つ
正
面
階
段
親
柱
の
上
に
は
、
同
じ
く
青
銅
製
高
さ
六
尺
余
の
電

灯
柱
二
基
が
配
さ
れ
、
尚
ほ
像
の
正
面
中
央
の
敷
石
内
に
は
円
形
の
ア
ラ
ビ

ヤ
模
様
を
五
色
陶
器
製
の
タ
イ
ル
モ
ザ
イ
ッ
ク
で
現
し
、
左
右
に
は
円
形
を

作
っ
て
植
物
が
配
置
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
パ
ラ
ベ
ッ
ド
の
両
側
を
な
せ
る

親
石
に
は
支
那
の
慶
親
王
邸
に
あ
っ
た
大
理
石
の
大
狗
を
据
ゑ
て
ゐ
る
な
ど
、

そ
の
規
模
の
大
な
る
こ
と
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。
因
に
布
引
円
山
の
敷

地
は
二
段
と
な
っ
て
上
方
は
百
坪
、
下
方
は
五
百
坪
を
有
し
、
像
は
遥
か
山

海
の
神
様
・
五
聖
堂
・
講
堂

工
学
士
の
考
案
を
採
用
、
大
正
七
年
二
月
工
学
士
山
田
醇
氏
の
手
に
依
っ
て
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講
堂
と
し
て
各
種
の
講
演
会
等
に
無
料
で
使
用
せ
し
め
る
さ
う
で
あ
る
」

[
◆
第
一
回
売
立
（
昭
和
三
年
十
月
）
一

昭
和
二
年
の
金
融
恐
慌
の
影
響
に
よ
り
、
川
崎
造
船
所
の
経
営
も
困
難
な
状

況
と
な
っ
た
。
翌
三
年
十
月
、
神
戸
川
崎
男
爵
家
で
は
所
蔵
品
の
売
立
を
開
催
、

十
月
八
日
・
九
日
に
布
引
の
川
崎
家
本
邸
で
下
見
会
、
十
一
日
か
ら
十
二
日
に

大
阪
美
術
倶
楽
部
で
入
札
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
売
立
は
総
額
二
百
二
十
三
万
四

百
四
十
一
円
に
達
し
た
こ
と
が
高
値
表
か
ら
判
明
す
る
。
最
高
値
は
牧
総
筆

「
達
磨
図
」
（
京
都
・
天
龍
寺
蔵
）

の
十
二
万
三
千
九
百
三
十
円
。

山
上
平
坦
な
所
へ
は
現
在
同
家
邸
内
に
あ
る
美
術
館
を
移
し
、
其
一
部
を

二
百
五
十
万
円牧

渓
の
達
磨
十
二
万
三
千
九
百
円

既
報
の
如
く
、
大
阪
美
術
倶
楽
部
に
お
け
る
神
戸
川
崎
男
爵
家
の
書
画
骨
董

類
三
百
六
十
二
点
の
大
売
立
の
開
札
は
、
十
一
日
午
後
十
一
時
か
ら
夜
を
徹

し
て
今
朝
六
時
に
及
ん
だ
が
、
総
計
二
百
五
十
万
円
の
売
上
に
達
し
た
が
、

開
札
前
の
呼
び
声
三
百
万
円
に
比
べ
る
と
大
分
少
か
っ
た
の
は
、
財
界
の
不

予
想
よ
り
は
少
な
か
っ
た

「
川
崎
男
家
の
売
立

⑮
昭
和
三
年
十
月
十
三
日
「
神
戸
又
新
日
報
」
夕
刊

縁
起
絵
▲
師
宣
筆
四
季
遊
楽
巻
▲
長
隆
筆
金
地
桜
下
蹴
鞠
屏
風
▲
長
生
殿

（
中
略
）

式
に
方
っ
て
其
旨
を
発
表
し
た
。

▲
東
山
御
物
牧
淫
筆
達
磨
▲
因
陀
羅
筆
寒
山
、

玉
室
賛
▲
卒
翁
筆
六
祖
挟

一
般
人
の
遊
園
に
供
す
る
外
、
種
々
の
設
備
を
施
す
さ
う
で
、

て
ゐ
る
。
主
な
も
の
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

寄
附
し
た
る
が
、
之
れ
を
機
と
し
其
の
附
近
一
帯
の
同
家
持
山
を
開
放
し
て
、

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

本
邦
造
船
界
の
巨
人
故
川
崎
正
蔵
翁
の
銅
像
除
幕
式
は
一
日
午
後
二
時
よ
り

行
は
れ
た
り
。
建
設
の
場
所
は
布
引
円
山
の
見
晴
ら
し
絶
好
の
地
、
式
は
祭

主
川
崎
芳
太
郎
氏
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
同
氏
の
五
男
芳
治
氏
に
依
り
て
白
布

の
落
さ
る
る
や
、

フ
ロ
ッ
ク
姿
に
て
椅
子
に
掛
か
れ
る
翁
の
温
容
現
は
る
。

び
演
説
あ
り
。
午
後
四
時
半
、

崎
家
に
て
は
故
翁
追
善
の
為
め
、
貧
民
救
佃
金
と
し
て
一
万
円
を
神
戸
市
へ

一
日
の
除
幕

神
戸
の
川
崎
武
之
助
男
爵
家
で
は
家
財
整
理
の
故
を
も
っ
て
、
来
月
八
日
か

マ

マ

ら
十
一
日
に
わ
た
り
て
神
戸
布
引
の
本
邸
お
よ
び
大
阪
美
術
ク
ラ
ブ
に
家
宝

書
画
、
骨
と
う
品
の
入
札
売
立
を
行
ふ
こ
と
A

な
っ
た
。
川
西
清
兵
衛
、
武

あ
り
、
景
気
は
近
来
に
な
い
興
奮
状
態
を
呈
し
、
欧
米
か
ら
買
付
が
来
て
居

る
と
も
い
は
れ
、
総
売
上
高
が
二
百
万
円
を
突
破
す
る
だ
ら
う
と
予
想
さ
れ

担
、
慨
渓
禅
師
賛
▲
白
良
玉
筆
台
座
観
音
▲
馬
麟
筆
柳
堤
牧
童
▲
宝
楼
閣

曼
荼
羅
▲
公
忠
筆
文
殊
▲
大
日
如
来
▲
宗
丹
筆
放
牛
山
水
▲
正
信
筆
扁
賠

図
▲
探
幽
筆
養
老
滝
三
幅
対
▲
応
挙
筆
朝
陽
三
幅
対
▲
行
光
筆
弘
法
大
師

蒔
絵
手
筐
▲
光
琳
作
椿
槙
蒔
絵
硯
箱
」

一
門
の
人
々
焼
香
を
終
り
た
り
。
因
に
、
川

藤
山
治
、
馬
越
恭
平
、
郷
誠
之
助
そ
の
他
財
界
有
力
者
、
知
名
士
の
後
援
が

そ
れ
よ
り
天
龍
寺
管
長
の
偶
、
読
経
、
清
野
知
事
以
下
数
氏
の
祭
文
朗
読
及

「
川
崎
男
家
の
売
立
て

二
百
万
円
と
い
ふ
大
取
引

第
35
号

⑮
昭
和
三
年
九
月
三
十
日
「
東
京
朝
日
新
聞
」
朝
刊

-38 - (19) 



川
崎
美
術
館
研
究
(
-
)

大
阪
美
術
倶
楽
部
に
お
け
る
川
崎
男
爵
家
の
大
売
立
は
十
一
日
午
後
十
時
ニ

十
分
開
札
を
は
じ
め
、
翌
十
二
日
末
明
に
掛
け
て
徹
宵
開
札
を
つ
ゞ
け
た
が
、

夜
の
更
く
る
に
し
た
が
っ
て
一
万
円
以
上
の
大
も
の
が
続
々
現
は
れ
て
会
場

の
雰
囲
気
は
次
第
に
高
調
を
帯
び
、
応
挙
の
三
幅
対
が
十
一
万
千
九
百
円
で

林
、
春
海
が
落
札
し
た
と
き
や
、
当
日
の
筆
が
し
ら
と
し
て
各
方
面
の
注
視

を
浴
び
て
ゐ
た
牧
湊
の

最
高
価
格
で
山
中
の
手
に
落
ち
た
時
は
、
さ
す
が
に
各
部
屋
に
ワ
ッ
と
ざ
は

め
き
の
声
が
湧
き
起
っ
た
。
こ
の
日
京
都
、
大
阪
の
両
山
中
が
し
き
り
に
買

ひ
に
出
で
、
牧
漢
を
は
じ
め
卒
翁
の
「
六
祖
挟
担
」
「
宝
楼
閣
曼
荼
羅
」
「
推

文
献
資
料
か
ら
た
ど
る
川
崎
美
術
館
と
神
戸
川
崎
男
爵
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「
達
磨
」
が
午
前
四
時
ご
ろ
十
二
万
三
千
九
百
円
の

月
八
日
か
ら
十
日
に
神
戸
市
布
引
の
川
崎
家
本
邸
で
展
観
、
同
月
十
二
日
に
大

阪
美
術
倶
楽
部
で
入
札
と
い
う
日
程
で
、
札
元
に
は
大
阪
・
京
都
・
東
京
の
名

だ
た
る
古
美
術
商
が
集
う
大
が
か
り
な
売
立
で
あ
っ
た
。
売
立
目
録
も
豪
華
な

つ
く
り
で
、
こ
の
売
立
の
特
殊
性
を
伺
わ
せ
る
。
売
立
に
上
げ
ら
れ
た
作
品
は
、

伝
顔
輝
筆
「
寒
山
拾
得
図
」
（
重
要
文
化
財
・
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
伝
銭
舜

挙
筆
「
宮
女
図
」
（
国
宝
・
個
人
蔵
）
、
伝
夏
珪
筆
「
風
雨
山
水
図
」
（
重
要
文
化

財
・
根
津
美
術
館
蔵
）
、
伝
牧
総
筆
「
蓮
に
鶴
領
・
葦
に
翡
翠
図
」

(
M
O
A
美

術
館
蔵
）
、
「
千
手
観
音
像
」
（
国
宝
・
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
、
雪
村
筆
「
楊
柳

水
閣
医
」
、
狩
野
探
幽
筆
「
桐
鳳
凰
図
屏
風
」
（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）
、
円
山

最
高
値
は
牧
漢
の
「
達
磨
」

記
録
破
り
の
川
崎
家
売
立

「
売
上
の
総
額
二
百
六
万
円
に
上
る

⑰
昭
和
三
年
十
月
十
三
日
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
夕
刊

三
万
九
千
三
百
円
、
乾
山
色
絵
秋
草
鉢
三
万
三
千
六
百
九
十
円
」

一
千
百
九
十
円
、
七
宝
鳳
凰
香
炉
四
万
八
千
九
百
六
十
円
、
水
銀
銅
龍
首

神
戸
川
崎
男
爵
家
で
は
昭
和
十
一
年
に
二
回
目
の
売
立
を
企
図
し
た
。
『
長

春
閣
蔵
品
展
観
図
録
』
（
同
年
二
月
八
日
発
行
）
に
よ
る
と
、
二
月
二
十
六
日
に

東
京
美
術
倶
楽
部
で
特
別
内
見
、
同
月
二
十
七
日
・
ニ
十
八
日
に
前
下
見
、
三

◆
第
二
回
売
立
（
昭
和
十
一
年
二
月
S
三
月
ヵ
）

札
作
品
、
落
札
額
、
落
札
者
を
列
挙
）
」

挙
の
中
朝
陽
三
幅
対
十
一
万
一
千
九
百
円
、
礁
青
磁
浮
牡
丹
瓢
花
生
五
万

斯
界
の
レ
コ
ー
ド
を
破
っ
た
。
主
な
る
落
札
左
の
通
り
で
あ
る
（
以
下
、
落

況
が
如
何
に
こ
の
方
面
に
ま
で
深
く
泌
み
込
ん
で
来
た
か
を
立
証
す
る
と
い

は
れ
て
ゐ
る
。
因
に
、
主
な
売
上
品
及
び
金
額
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

牧
渓
の
達
磨
十
二
万
三
千
九
百
三
十
円
、
因
陀
羅
の
寒
山
五
万
三
千
九
百

三
十
円
、
九
十
翁
六
祖
挟
担
四
万
一
千
九
百
三
十
円
、
宝
楼
閣
曼
荼
羅
五

万
四
千
三
百
円
、
李
白
観
瀑
・
桃
源
山
水
二
幅
対
三
万
五
千
九
百
円
、
宗

丹
放
牧
山
水
四
万
三
千
九
百
三
十
円
、
鳥
棄
禅
師
・
黄
龍
禅
師
二
幅
対
三

万
三
千
九
百
円
、
長
隆
金
治
桜
下
蹴
鞠
屏
風
八
万
三
千
九
百
九
十
円
、
応

東
京
の
大
倉
男
そ
の
他
名
士
の
手
が
動
い
て
ゐ
る
こ
と
も
見
の
が
せ
な
い
。

や
す
い
と
こ
ろ
で
は
応
挙
の
菜
花
蝶
楓
小
鳥
屏
風
の
二
百
円
、
時
代
黒
無

地
桐
鳳
凰
彫
中
央
卓
の
百
円
、
古
瀬
戸
茶
人
の
同
百
円
、
呂
宋
真
壺
（
銘
こ

ぶ
）
の
百
円
な
ど
が
数
点
あ
っ
た
。
か
く
て
、
翌
午
前
四
時
半
に
い
た
り
、

漸
く
開
札
を
終
っ
た
が
、
売
上
総
額
二
百
五
万
八
千
四
百
三
十
円
、
不
景
気

の
祟
り
が
下
見
予
想
の
三
百
万
円
に
は
達
し
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
近
年

古
金
銅
仏
」
な
ど
の
大
も
の
を
射
と
め
た
が
、
こ
れ
ら
の
紹
介
者
を
通
じ
て
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期
日
二
月
二
十
七
日
（
木
曜
）
二
十
八
日
（
金
曜
）
二
日
間
下
見

「
神
戸
川
崎
男
爵
家
蔵
品
入
札
東
京
特
別
展
観

⑱
昭
和
十
一
年
二
月
二
十
六
日
「
東
京
朝
日
新
聞
」
朝
刊

応
挙
筆
「
海
辺
老
松
図
襖
」
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
、
勝
川
春
章
筆
「
雪
月
花

図
」
（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）
、
「
浦
島
蒔
絵
手
箱
」
（
シ
ア
ト
ル
美
術

館
蔵
）
な
ど
、
神
戸
川
崎
男
爵
家
が
誇
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
数
々
で
あ
っ
た
。

生
誕
一

0
0年
の
節
目
に
、
川
崎
正
蔵
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
顕
彰
す
る
意
味
合

し
か
し
な
が
ら
、
特
別
内
見
の
二
月
二
十
六
日
に
ニ
・
ニ
六
事
件
が
発
生
。

入
札
展
観
は
無
期
延
期
と
な
っ
た
九
。
た
だ
、
特
別
内
見
の
早
朝
に
東
京
美
術

倶
楽
部
を
訪
れ
た
松
下
隆
章
氏
に
よ
れ
ば
、
作
品
展
観
の
準
備
は
万
端
で
、

録
の
名
品
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
た
と
い
う
。
福
井
利
吉
郎
氏
な
ど
の
美
術
史

研
究
者
や
古
美
術
商
が
川
崎
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
目
に
し
な
が
ら
、
事
件
の

情
報
に
一
喜
一
憂
し
て
い
た
と
伝
え
る
＿
o
。
特
別
内
見
は
午
前
十
時
過
ぎ
に
は

終
了
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
二
。

そ
の
後
、

目

不
思
議
な
こ
と
に
前
下
見
・
入
札
の
情
報
を
除
い
た
『
長
春
閣
蔵

品
展
観
図
録
』
が
昭
和
十
三
年
に
再
刊
さ
れ
て
い
る
。
売
立
の
仕
切
り
直
し
を

企
図
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
神
戸
川
崎
男
爵
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
名
品
図
録
と

し
て
再
刊
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
谷
信
一
氏
は
、
第
二
回
売
立
を
再
度
行
う
噂

を
し
ば
し
ば
耳
に
し
た
が
、
同
十
九
年
段
階
で
も
延
期
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
と

伝
え
る
口
。
第
二
回
売
立
は
幻
の
売
立
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

場
所
芝
区
新
橋
七
丁
目

株
式
会
社
東
京
美
術
倶
楽
部

「
至
急
謹
告

今
回
男
爵
川
崎
家
入
札
展
観
ノ
儀
、
都
合
二
依
リ
一
時
延
期
仕
候
間
、
御
了

承
給
ハ
リ
度
、
何
レ
期
日
決
定
ノ
上
改
メ
テ
謹
告
可
仕
候

[
◆
昭
和
十
三
年
阪
神
大
水
害
を
経
て
一

昭
和
十
三
年
七
月
三
日
か
ら
五
日
に
発
生
し
た
阪
神
大
水
害
で
は
、
神
戸
市

を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
布
引
の
川
崎
邸
も
大
き
な
被
害
を
受
け

た
よ
う
で
、
同
十
四
年
に
神
戸
市
が
川
崎
邸
の
敷
地
や
美
術
館
を
川
崎
家
か
ら

継
承
し
、
布
引
公
園
と
し
て
再
生
す
る
計
画
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
川
崎
美
術

館
も
神
戸
市
が
引
き
継
ぎ
、
修
理
の
上
で
活
用
す
る
予
定
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

戦
時
中
は
市
長
の
公
邸
と
し
て
使
用
し
て
い
た
が
、
同
二
十
年
六
月
五
日
の
神

戸
大
空
襲
で
茶
室
不
動
閣
を
残
し
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
一
三
。

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
六
日

神
戸
市
川
崎
男
爵
家
札
元
一
同
」

⑲
昭
和
十
一
年
二
月
二
十
七
日
「
東
京
朝
日
新
聞
」
朝
刊

い
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

京
都
林
新
助
・
林
新
兵
衛
・
土
橋
永
晶
堂
・
服
部
来
々
堂
・
山
中

戸
田
弥
七
・
春
海
商
店
・
坂
田
作
治
郎
・
水
原
金
兵
衛

大
阪
山
中
吉
郎
兵
衛
・
山
中
商
会
・
児
島
嘉
助
・
池
戸
宗
三
郎
・

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
第
35
号

札
元

平
山
堂
•
石
井
三
柳
堂

合
名
会
社
」

東
京
川
部
商
会
・
本
山
豊
賓
・
中
村
好
古
堂
・
山
澄
商
店
・
伊
藤
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川
崎
美
術
館
研
究
（
＿
）

近
代
の
神
戸
で
川
崎
正
蔵
が
熱
意
を
持
っ
て
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
国

民
の
益
と
な
る
こ
と
を
企
図
し
た
川
崎
美
術
館
。
神
戸
を
代
表
す
る
名
所
、
文

お
わ
り
に

文
献
資
料
か
ら
た
ど
る
川
崎
美
術
館
と
神
戸
川
崎
男
爵
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

な
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
」

室
も
公
開
さ
れ
る
の
で
そ
の
道
の
人
達
に
よ
っ
て
趣
味
の
催
や
集
い
に
間
断

箇
所
は
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
児
童
遊
園
と
し
て
開
放
さ
れ
る
、
美
術
館
、
茶

一
川
崎
芳
太
郎
編
『
長
春
閣
鑑
賞
』
（
國
華
社
、

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
。

h
t
t
p
:
/
/
d
l
.
n
d
l
.
g
o
.
j
p
/
i
n
f
o
:
n
d
l
j
p
/
p
i
d
/
2
6
1
0
8
3
6
 

な
お
、
『
長
春
閣
鑑
賞
』
と
二
度
の
売
立
目
録
で
は
、
掲
載
作
品
の
一
部
に
重

複
が
あ
る
。

ニ
大
倉
集
古
館
の
前
身
「
大
倉
美
術
館
」
は
明
治
三
十
四
年
に
完
成
し
た
こ
と

一
九
一
四
）
は
国
会
図
書
館
デ

線
の
逍
遥
路
は
大
柄
の
縞
模
様
と
な
る
、
大
芝
生
西
南
の
一
角
約
三
百
坪
の

り
点
々
と
配
植
さ
れ
る
数
百
種
の
花
木
は
モ
ザ
イ
ク
と
な
り
縦
横
に
走
る
曲

引
き
続
き
調
査
、
考
察
を
進
め
、
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
下
段
の
平
坦
地
は
一
律
に
緑
の
芝
生
を
布
き
つ
め
た
カ
ー
ペ
ッ
ト
と
な

ン
と
美
術
館
の
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

す
ぐ
る
大
水
害
に
一
瞬
に
し
て
消
え
去
っ
た
神
戸
布
引
川
崎
邸
は
そ
の
名
も

懐
し
い
”
布
引
公
園
＂
と
し
て
ニ
ヶ
年
後
に
は
明
朗
、
健
康
の
地
帯
に
更
生

す
る
鍬
入
れ
の
日
も
近
い
ー
こ
れ
ぞ
と
い
う
公
園
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
港
都

神
戸
に
と
っ
て
”
布
引
公
園
“

と
い
っ
て
よ
い
、

の
出
現
こ
そ
は
ま
さ
に
渇
望
を
満
た
す
も
の

い
ま
そ
の
全
貌
を
の
ぞ
い
て
見
る
と
ー
公
園
敷
地
は
旧
川

崎
邸
三
万
九
千
二
百
十
三
坪
三
合
二
勺
の
ほ
か
こ
れ
に
接
続
す
る
民
有
地
ニ

千
四
百
坪
九
合
三
勺
道
路
数
九
百
八
十
三
坪
合
計
四
万
二
千
五
百
九
十
四
坪

二
合
五
勺
と
い
う
広
大
な
も
の
で
、
こ
の
う
ち
平
地
は
一
万
坪
以
上
、
山
地

が
三
万
一
千
坪
旧
川
崎
邸
の
後
に
迫
っ
て
い
た
翠
轡
布
引
山
は
い
わ
ゆ
る
山

地
部
と
な
る
、
平
坦
地
も
上
下
二
段
か
ら
な
り
下
段
が
六
千
余
坪
、
上
段
は

五
千
坪
内
外
と
し
て
す
べ
て
に
地
形
の
変
化
を
取
入
れ
た
明
粧
が
施
さ
れ
る
、

日
本
初
の
私
立
美
術
館
と
し
て
、
神
戸
市
の
博
物
館
の
系
譜
の

日
本
の
博
物
館
史
上
で
き
わ
め
て
意
義
あ
る
美
術
館
で
あ
る
こ
と

現
存
す
る
旧
蔵
品
の
調
査
研
究
や
川
崎
美
術
館
の
展
観
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
散
逸
し
、
美
術
館
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

「
待
望
の
”
布
引
公
園
“

二
ヶ
年
後
に
川
崎
邸
更
生

⑱
昭
和
十
五
年
一
月
八
日
「
大
阪
朝
日
新
聞
（
神
戸
版
）
」

化
施
設
と
し
て
神
戸
市
民
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
作
品
の
数
々

は
日
本
・
東
洋
美
術
史
の
研
究
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
金
融
恐
慌
、
ニ
・

二
六
事
件
、
阪
神
大
水
害
、
太
平
洋
戦
争
と
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
の
波
を
受
け
た

こ
と
で
、

か
し
な
が
ら
、

み
な
ら
ず
、

を
改
め
て
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
川
崎
正
蔵
や
神
戸
川

崎
男
爵
家
の
収
集
品
は
売
立
に
よ
っ
て
惜
し
ま
れ
な
が
ら
散
逸
す
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
昭
和
初
期
の
実
業
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
と
私
立
美
術
館
建
設
へ

と
繋
が
っ
て
い
く
。
神
戸
川
崎
男
爵
家
の
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
『
長
春
閣

鑑
賞
』
と
二
度
の
売
立
目
録
を
手
が
か
り
に
、
今
も
国
内
外
で
多
く
の
作
品
が

同
家
旧
蔵
と
し
て
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
川
崎
正
蔵
が
築
い
た
コ
レ
ク
シ
ョ し

四2) -41 -



神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

が
わ
か
る
。

s
k生
「
大
倉
美
術
館
を
観
る
」
（
「
読
売
新
聞
」
一
九

0
一
年
十
二
月
六
日
）

ま
た
、
大
倉
集
古
館
を
遡
る
私
立
美
術
館
と
し
て
は
、
大
正
二
年
十
月
十
五

日
に
広
島
市
に
開
館
し
た
浅
野
家
の
「
観
古
館
」
が
あ
る
。

『
観
古
館
』
（
横
田
直
太
郎
、
一
九
一
六
）

村
上
勇
「
わ
が
国
初
の
私
立
美
術
館
ー
浅
野
家
・
観
古
館
に
つ
い
て
」
『
広
島

県
立
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
九
号
（
二

0
0
六）

三
川
崎
美
術
館
に
関
す
る
先
行
研
究
は
次
の
通
り
。

山
本
実
彦
『
川
崎
正
蔵
』
（
吉
松
定
志
、
一
九
一
八
）

三
島
康
雄
『
造
船
王
川
崎
正
蔵
の
生
涯
』
（
同
文
館
出
版
、
一
九
九
三
）

中
野
明
「
第
3
章
造
船
王
川
崎
正
蔵
と
神
戸
布
引
「
川
崎
美
術
館
」
」

『
幻
の
五
大
美
術
館
と
明
治
の
実
業
家
た
ち
』
（
祥
伝
社
、
二

0
一五）

辻
智
美
「
松
方
幸
次
郎
の
周
辺
ー
川
崎
正
蔵
と
川
崎
美
術
館
」
『
松
方
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
ー
松
方
幸
次
郎
夢
の
軌
跡
ー
』
展
図
録
（
神
戸
市
立
博
物
館
・

神
戸
新
聞
社
、
二

0
一六）

四
壽
々
木
雪
山
「
近
世
名
匠
伝
(
-
三
）
日
本
建
築
家
柏
木
貨
一
郎
」
『
建
築

工
芸
叢
誌
』
第
二
期
第
一
五
冊
(
-
九
一
六
）

な
お
、
柏
木
は
明
治
初
期
の
博
物
館
行
政
に
携
わ
り
、
正
倉
院
な
ど
の
古
社

寺
調
査
に
参
加
し
た
、
ま
た
、
数
寄
者
と
も
交
友
を
深
め
た
が
、
特
に
益
田
孝

（
鈍
翁
）
と
は
親
し
く
交
わ
り
、
明
治
十
三
年
に
鈍
翁
が
建
て
た
禅
居
庵
も
柏
木

の
設
計
で
あ
る
。
柏
木
自
身
も
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
「
地
獄
草
紙
」
な
ど
を
所
蔵

す
る
収
集
家
で
あ
っ
た
。
川
崎
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
と
美
術
館
建
設
に
つ
い

て
、
柏
木
と
の
交
友
も
き
っ
か
け
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

山
口
昌
男
「
日
本
近
代
に
お
け
る
経
営
者
と
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
成
立
1

益
田
孝
と
柏
木
貨
一
郎
」
『
比
較
文
化
論
叢
』
第
三
号
（
二

0
―二）

五
岡
本
隆
志
「
中
国
式
七
宝
の
再
現
に
捧
げ
ら
れ
た
情
熱
ー
川
崎
正
蔵
・
梶
佐

太
郎
の
「
宝
玉
七
宝
」
に
つ
い
て
」
『
七
宝
工
芸
の
近
代
』
展
図
録
（
宮
内
庁
三

の
丸
尚
蔵
館
、
二

0
0
四）

六
『
明
治
期
万
国
博
覧
会
美
術
品
出
品
目
録
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、

七）

第
35
号

一
九
九

社
会
文
化
編
』
（
神
戸
市
、

山
本
実
彦
『
川
崎
正
蔵
』
に
よ
る
と
、
宝
玉
七
宝
は
好
評
を
博
し
、
ベ
ル
ギ

ー
皇
帝
か
ら
幾
度
も
譲
っ
て
ほ
し
い
と
打
診
を
受
け
た
。
し
か
し
、
川
崎
は
初

め
て
の
製
作
品
の
上
、
世
界
的
成
功
を
得
た
作
品
な
の
で
皇
室
に
献
上
し
た
い

と
伝
え
、
打
診
を
断
っ
て
い
る
。

な
お
、
パ
リ
万
博
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
古
美
術
展
覧
会
」
の
の
ち
、
明
治

三
十
四
年
に
帰
国
し
た
作
品
は
、
東
京
帝
室
博
物
館
に
て
二
回
に
分
け
て
展
示

さ
れ
た
。
第
一
回
特
別
展
覧
会
（
四
月
十
五
日

S
五
月
五
日
）
で
は
、
川
崎
正

蔵
の
所
蔵
品
二
十
六
点
が
展
示
さ
れ
た
こ
と
が
『
第
一
回
特
別
展
覧
会
目
録
、

第
二
回
特
別
展
覧
会
目
録
〔
合
本
〕
』
（
東
京
文
化
財
研
究
所
蔵
）
か
ら
判
明
す

る
。
硯
箱
、
印
籠
、
香
炉
な
ど
工
芸
品
を
主
と
し
た
ほ
か
、
伝
明
兆
筆
「
観
世

音
菩
薩
像
」
、
伝
宅
磨
勝
賀
筆
「
文
殊
菩
薩
像
」
、
狩
野
探
幽
筆
「
雲
中
地
蔵
像
」

が
出
品
さ
れ
た
。

七
な
お
、
同
時
期
(
+
月
三
十
一
日
・
十
一
月
一
日
・
十
一
月
三
日
）
に
は
神
戸

市
会
下
山
で
池
長
孟
の
「
池
長
植
物
研
究
所
」
開
所
式
も
行
わ
れ
て
い
る
。

「
池
永
植
物
研
究
所
開
所
式
」
（
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
一
九
一
八
年
十
一
月
四

日
朝
刊
）

八
『
川
崎
美
術
館
第
八
回
陳
列
品
目
録
』
(
-
八
九
九
、
兵
庫
県
立
図
書
館
蔵
）

『
長
春
閣
鑑
賞
』
第
三
集
（
國
華
社
、
一
九
一
四
）
第
四
図
＼
第
十
五
図

『
亀
山
法
王

7
0
0
年
御
忌
記
念
南
禅
寺
』
展
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
・

京
都
国
立
博
物
館
、
二

0
0
四）

九
田
澤
田
軒
「
昭
和
十
一
年
上
半
期
古
美
術
の
動
き
報
告
」
『
中
央
美
術
』
第
三

六
号
（
中
央
美
術
会
、
一
九
三
六
）

1
0

松
下
隆
章
「
博
物
館
の
新
収
品
顔
輝
の
寒
山
拾
得
図
」
『
M
U
S
E
U
M
』

第
三
号
(
-
九
五
一
）

―
一
谷
信
一
「
川
崎
・
津
軽
両
家
の
寒
拾
図
」
『
美
術
』
第
九
号
（
日
本
美
術
出

版
、
一
九
四
四
）

―
二
註
―
一
谷
論
文

一
三
『
神
戸
市
史
第
三
集

一
九
六
五
）
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川
崎
美
術
館
研
究
（
一
）

文
献
資
料
か
ら
た
ど
る
川
崎
美
術
館
と
神
戸
川
崎
男
爵
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

図 1 川崎美術館

図2 長春閣
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神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

此

券

は

御

一

人

に

限

り

候

且

此

券

御

受

取

の

人

は

必

ず

其

御

渡

人

の

御

認

印

若

く

は

御

添

薯

を

要

し
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［図 1・ 2は『長春閣鑑賞』より転載］
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文献資料からたどる川崎美術館と神戸川崎男爵家コレクション

元号 | 西居 | J l l び神戸川崎男爵家コレクション 出典 日本の博物館史

天保7年 1836 7月10日薩摩 人の子として誕生

嘉永6年 1853 長崎へ出て、貿易商の修行を積む

文久3年 1863 大阪へ移り、海運業を開始

明治2年 1869 薩摩藩士が設立した琉球糖を扱う会社に就職

3月10日文部省博物局、湯島聖堂大成殿での博

明治5年 1872 
覧会にて博物館を設置（東京国立博物館の創立・
開館）

5月ー10月壬申検査

明治6年 1873 
5月1日ー11月2日ウィーン万博の日本列品場でエ

芸品等を展示

明治8-9年頃 1875-76頃 美術品の収集を開始ヵ 局橋義雄『近世道具移動史』

明治9年 1876 博物館初代館長に町田久成就任

明治10年 1877 
第1回内国勧業博覧会が上野・寛永寺本坊跡地で

開催。「美術館」設置

明治11年 1878 川崎築地造船所（東示）を開設（創業）

第2回内国勧業博覧会が上野公館園がで完開成催。1。階ジをョサ
3月兵庫川崎造船所開設 イア・コンドル設計の博物館本 美

明治14年 1881 術館として使用

10月10日全進丸を抵当に大蔵省国際局より5万円を借用。神戸布引
『造船王川崎正蔵の生涯』 4月博物局、農商務省へ移管

山の山林、山本通と布引遊園地の宅地を浜崎家から買入

明治15年 1882 
3月20日明治天皇、博物館に行幸。開会式が執

り行われる。式後、一般公開

11月1日 松方正義、川崎正蔵へ書簡f所。蔵今の夏長よ沢り幸芦次雪郎筆が「鳳ラ凰トガ図ー」をズ、 松方正義「書簡（川崎正蔵宛・11
明治17年 1884 大学へ入学。留学費用を支援。川崎

伊蔵氏帰京の節に拝見を申出
月1日）」

明治18年頃 1885 布引に邸宅建設開始

明治18年頃 1885 山中算等堂より、伝顔輝「寒山拾得図」を購入

明治19年 1886 博物館、宮内省へ移管

明治21年 1888 10月以降宮内省・九鬼隆ーによる美術品調査ヵ
宮内省、臨時全国宝物取調局を設けて、全国の文
化財調査を実施

川崎美術館、建設開始 ③・⑧ 
博物館、帝国博物館となる。帝国奈良博物館、帝

国京都博物館を同時に設置

12月臨時全国宝物取調委員による『美術録写真』（宮内庁書陵部図
宮内庁書陵部所蔵資料目録・画

明治22年 1889 書寮文庫）完成
第5峡「山水ノ図」（雪村筆）、「山水ノ図」（正信筆）

像公開システム

第6峡「鴨ノ図幅」（円山応挙筆）
https:/ /shoryobu kunaicho.gojp/ 

第7峡「雨中山水ノ図」（夏珪筆）「寒山ノ像」「拾徳ノ像」（伝曰顔輝筆）
T oshoryo/Detail/1000517770000 

川崎邸本館、川崎美術館、長春閣完成

9月1日九鬼隆一、川崎美術館開館式に際して祝辞を贈る ⑥•⑬ 
9月4日夜伊藤博文、宇治川常磐楼で「川崎美術館」の扁額を揮奄 ⑤•⑧ 
9月6日14時ー川崎美術館開館式 ②—⑤•⑧·⑨ 
9月7日ー8日第1回展観 ①•⑪ 

明治23年 1890 饗9月応7日夜川崎邸で伊藤博文、画島鞘之助、中井弘、藤田停二郎を ⑦ 

佐9月野15の日欠席松を方遺正憾義l、川崎正蔵へ書簡。開館式盛況の拝察と、九鬼・ 松方正義「書簡（川崎正蔵宛•9
こ思う旨 月15日） l 

9月18日海外留学中の松方幸次郎、帰国の折、川崎邸を訪問 ⑫ 

10月28日16時ー21時川崎正蔵、懇意の人々を川崎邸での宴会に招 ⑭ 
待。美術館特別開館

第2回展観ヵ

明治24年 1893 4月17日午後伊藤博文、布引川崎邸を訪問し、美術品を鑑賞 ⑮ 

8月13崎日美術中館井訪弘問、川す崎る正蔵へ書簡。 9月1日に千田貞暁・界都府知事 『造船王川崎正蔵の生涯』
が川 旨

8月川崎正蔵、松方正義へ書簡。 9月の美術館陳列へ来館を促す 『松方正義関係文書』第7巻

9見月す1る日旨松方正義、川崎正蔵へ書簡。今月の定例開館は折を見て拝 松月方正義「書簡（川崎正蔵宛•9

明治25年
1日）」

1892 9月8日第3回開館に向けて展示作業開始 ⑯ 

9月18日ー11月6日第3回展観 ⑰—⑰ 
邸内に七宝焼工場をつくる（明治28年・同30年とする説もあり） ⑲ 

5月26日第4回展観に向けて、展示品の準備開始 ⑳ 

明治26年 1893 
6月4日ー第4回展観 ⑲—⑫ 
6月4日入館者240余人 ⑬ 
6月18日入館者414-5人 ⑭ 

「摂播旅客案内」に掲載 ⑱ 

明治28年 1895 5月5日ー6月9日第5回展観 魯⑰

12月6日松方正義、川崎正蔵へ書簡。川崎秘蔵の掛軸拝見を切望
松方正義「書簡（川崎正蔵宛・12
月6日） 1 

「フェノロサ氏」山本実彦『川崎正
10月10日フェノロサ、九鬼隆一の紹介で川崎邸を訪問 蔵』吉松定志、大正7年）

「メアリー・フェノロサ日本日記」

明治29年 1896 
10月12日フェノロサと妻メアリー、川崎邸を訪問。伝顔輝「寒山拾得
図」、月山「楼閣山水図」、趙大年、西金居士、応挙「雪景山水図」、信 「メアリー・フェノロサ日本日記」

実「聖徳太子像」等を鑑賞

10月15日株式会社川崎造船所（神戸）創立。松方幸次郎、初代社長
に就任

明治30年 1897 
『神戸みやげ』に掲載 ⑲ 帝国界都博物館・帝国奈良博物館開館

『神戸名勝案内記附近傍』に掲載 ⑩ 

第8回開館 『（兵川崎庫美県術立館図書第8館回）陳列品目録』 大倉美術館開館ヵ
明治32年 1899 

川11崎月9邸日）に皇て太御子休殿憩下。川、神崎戸美行術啓館。を布鑑引賞滝御覧後、川崎家別荘（布引 ⑫—⑭ 

4月18日パリ万博に所蔵品を出品するため、渡仏。
⑮ 正「豪蔵快』な吉る松洋定行志」（大山正本7実年彦）『川崎

帝国博物館・帝国界都博物館・帝国奈良博物館

明治33年 1900 洋行中は、狩野常信「雪白鷺図」と梅干し、日本茶を常に敬愛 博が物、東館京と帝改室称博物館・京都帝室博物館・奈良帝室

5炉月」上を皇旬室パへリ献万納博で大賞を受賞した「宝玉七宝花瓶一対」及び「同香 ⑯・⑰ 

明治35年 1902 乾ドック（神戸工場第1ドック）完成
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元号 西暦 川崎正蔵及び神戸川崎男爵家コレクション 出典 日本の博物館史

明治35年以降？ 1902- 3絵月巻9を日80松0円方で正購義入、す川る崎よ正う蔵、へ川嘗崎簡へ依。松頼万が所蔵する岩佐又兵衛の 1松月方9日正）義」 I 書簡（川崎正蔵宛•3

明治38年 1905 10月28日 （資）神戸川崎銀行設立(-大正6年）

大正元年 1912 
12月2日川崎正蔵逝去 ⑱ 

12月8日川崎正蔵葬儀 ⑮⑲  

大正2年 1913 5月2日-11日第12回開館一周忌追福開館
⑪ 『川崎美術館第12回陳列品目録

10月15日広島市の縮景園内に観古館開館
ー為徳光院殿硲堂恵然大居士
追福開館一』（池田文庫蔵）

12月1日川崎正蔵三回忌に際して、『長春閣鑑賞』全六冊、國華社よ

大正3年 1914 
り刊行。川崎芳太郎、正蔵の畏友であった朝日新聞社社長村山龍平・ 12月九鬼隆一、三田博物館開館
上野理ー・山中吉郎兵衛に相談し、優品388点を選出

12月2日三回忌。正蔵の友人や有名図書館に『長春閣鑑賞』を寄贈

大正4年 1915 3月21日川崎正蔵追福大法要が徳光院で執り行われる。

河東義之「コンドルと邸宅建築―

大正6年 1917 
ジョサイア・コンドル、「川崎邸設計図」（京都大学所蔵）作成（のち、コ 生活文化史を視野に入れて一」

8月財団法人大倉集古館開館
ンドルが亡くなったため、建設は中止） 『学苑・近代文化研究所紀要』第

827号

大正5年 1916 10月11日（株）神戸川崎銀行設立 松方幸次郎、絵画収集を開始

11月1日ー3日川崎正蔵追福記念展観 ⑫ 5月大倉集古館、一般公開開始

12月1日川崎正蔵七回忌。銅像の除幕式行われる。来賓に伝記『川
⑬・⑭ 

10月31日・11月1日・11月3日会下山の池長植物
大正7年 1918 崎正蔵』が贈られる 研究所開所式

川崎家、長春閣・不老庵・美術館の処分について計画中 崎「今正上蔵天』皇吉行松啓定」志（山、大本正実7彦年『）川

大正9年 1920 
7月13日川崎芳太郎逝去

8月 （株）神戸川崎銀行、十五銀行に合併

大正12年 1923 
9月1日関東大震災。帝室博物館は表慶館以外

大正13年 1924 9で物る,F月。大合館東被Cは皇京害哀の太帝み椰子室市レ殿悔へ下物み下爾館＿賜殿のさ婚笞れを轄、記恩は念賜東じ京京て椰・哀奈博良嚢物の香館直室とな憐と

大正15年 1926 
5月1日東京府美術館（現在の東京都美術館）開
館

昭和2年 1927 金融恐慌 ⑮ 

10月8日ー9日 第1回川神崎戸家川本崎邸男）爵家売立 下見

昭和3年 1928 
（於神戸市布引

10月11日ー12日第1回神戸川崎男爵家売立入札 ⑯•⑰ 
（於大阪美術倶楽部）

昭和5年 1930 11月5日大原美術館開館

昭和6年 1931 4会月」7開日催ー9日池長孟、神戸大丸で「長崎絵展覧

昭和8年 1933 I館11）月開館大礼記念京都美術館（現在の京都市美術

昭和9年 1934 5月白鶴美術館開館

2月26日第2回神戸川崎男爵家売立入札展観、ニ・ニ六事件で一
⑲ 5月1日大阪市立美術館開館

時延期

2月27日ー28日（予定）
⑱ 6月熊内町一丁目に池長美術館起工

昭和11年 1936 第2回神戸川崎男爵家売立前下見（於東京美術倶楽部）

3月8日ー10日午前9時ー午後5時（予定）
第2回川崎家売立入札展観（於神戸市布引川崎家本邸）

3月12日（予定）
第2回川崎家売立入札（於大阪美術倶楽部）

昭和12年 1937 
11月東界帝室博物館復興本館（現在の本館）竣
工

昭和13年 1938 
3月1日『長春閣蔵品展観図録』再刊 5月25日池長美術館竣工式

7月5日阪神大水害。川崎邸内は甚大な被害を受ける R 7月5日阪神大水害。池長美術館［ま被害を免れる

川崎重工業株式会社として社名変更 ロンドン保管の松方コレクション、倉庫火災で焼失
昭和14年 1939 神戸市が布引公園の開設、美術館（長春閣）を川崎家から買収し、美

術館の修理を行う。戦時中は市長公邸として使用

昭和15年 1940 神戸市、川崎邸跡を布引公圃として2年後に再生すると発表 R 4月1日池長美術館、一般公開

昭和20年 1945 
6月5日神戸大空襲。旧川崎邸は10棟のうち、茶室不動閣を残して焼

失

東京帝室博物館・奈良帝室博物館、宮内省から文
部省へ移管。文化財保護委員会の附属機関とな

昭和22年 1947 り、東京国立博物館・国立博物館奈良分館と称す

る

I4館月と 恩賜界都博物館、国に移管。界都国立博物
なる

昭和26年 1951 

14市月に1悉日譲池長孟、池長美術館とコレクションを神戸

7月1日市立神戸美術館開館。池長孟が同館顧
澗となる

昭和27年 1952 
7月国立博物館奈良分館、独立して奈良国立博
物館となる

昭和34年 1959 6月国立西洋美術館開館

昭和40年 1965 市立神戸美術館、神戸市立南蛮美術館に改称

昭和44年 1969 5月1日神F市立考古館開館

昭和48年 1973 11月香雪美術館開館

昭和57年 1982 11月3日神戸市立博物館開館
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立
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館
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※日本の博物館史は戦前に設立された主な博物館と神戸市内の主な博物館を対象とした。
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Study 

Baron 

of the Kawasaki Art Museum (1): 

Museum and the Baron Kawasaki Collection 

Shun ISHIZAWA 

Kawasaki Shozo was 

Consideration of the 

第
35号

Meiji to the Taisho era. He 

an important businessman in 

text 

Kobe 

of the Kawasaki 

collected a lot of Japanese 

and Japan from 

Art 

and East Asian Arts 

the 

not for 

himself but for Japanese people and history. In 1890, he established a private museum 

"The Kawasaki Art Museum" in his house in Kobe city. Although this museum is the 

first private museum in Japan, the Kawasaki Art Museum have been forgotten in the 

history of Kobe, Japanese art and museum. This report is a start of study about the 

Kawasaki Art Museum. In this report, 

Museum and 

newspapers or 

the Baron 

or texts 

presented 

magazines. 

Kawasaki 

These 

the 

Collection 

articles 

articles 

and 

are 

texts 

Kawasaki's Museum and Collection in the history. 

make 

about 

from 

clear 

the 

the 

the 

Kawasaki Art 

contemporary 

importance of 

Study of record of a drinking bout with the glass sake cup "Kushitama-hai" 

Sota NAKAYAMA 

Glass sake cup "Kushitama-hai" contained in the Biidoro Shiryoko Collection has been 

transmitted along with the four records which is described drinking bout. The drinking 

bout records are composed of甲(1804to 1870), 

(1905 to 1906). 

乙 (1857to 1864)，丙 (1881to 1990)，丁

This article will confirm the main participants of drinking bout records甲，丙，丁

except 乙 whichwas introduced in the previous journal No.33, and will show that the 

glass sake cup "Kushitama・hai" was in the old Takagi Tozan collection. In addition, this 

article also mention the possibility that the glass sake cup "Kushitama-hai" was 

transferred to Fukui village in Osaka. 
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